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要旨 : ルイ ス ・ キ ャ ロ ル は 『 不思議 の 国 の アリ ス 』 を 出版 し て 1 年 
半 後 の 1867 年 に ロシア へ 旅行 を し た 。 そ の 時 の 旅行 日 記 を 翻訳 し 、 
また 現在 と 当時 の 生活 や 習慣 の 違い な ど に よっ て 説明 が 必要 と 思わ 
れる 事項 に は で きる だ け 注 を 付 し 注釈 付き 翻訳 と し た 。 翻 訳 に 先 立 
つ 序 の な か で は 、 旅 行 を すす る こと に な っ た 経緯 と 、 一 緒 に 旅 を し た 
ヘン リー・ パ リー・ リ ドゥ ン と キャ ロ ル と の 関係 、 ま た リド ゥ ン の 
宗教 上 の 立場 な ど に つい て 解説 し た 。 こ の 旅行 日 記 で は その 頃 の 英 
の 大 学 人 が 初め て 外国 を 訪れ て 出会っ た 息 き が ユー モア を 交え て 
語ら れ て いて 、 キ ャ ロ ル が 普段 つけ て いた 日 記 と は ちがい 読み 手 を 
想定 し て いる こと が 緒 え る 。 事 実 キャ ロ ル の 死後 に 他 の 日 記 は 親族 
の 手 を 経て 大 英 図 書館 に 入っ た が 、 旅 行 日 記 は それ と は 別に 米国 へ 
渡り 、 単 独 で ある い は 他 の 作品 と 一 緒 に 全集 の 中 に 印刷 され て きた 。 
ロシア 語 を 知ら な か っ た キャ ロ ル は ロシア 語 の 僅か な 単語 だ け で 
話 を 通じ させ よう と し て いる 。 キャロ ル が メ モ し た ロシア 語 の 一 部 
に は 彼 の 勘違い も ある と 指摘 を 受け た の で 注 に 記し て お いた 。 
キー ワー ド : Lewis Carroll, Journal, Russia,、 1867, H. P. Liddon 
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12 日 か ら 9 月 13 日 まで の ちょ うど 2 ヶ 


1) Lewis Caroll は 筆名 で 、 本 名 は Charles Lutwidge Dodgson( 1832 - 1898). 
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月 間 、 オ クス フォ ー ド 大 学 の クラ イス ト ・ チ ャ ー チ 学寮 の 先輩 で ある ヘン 
リ ・ パ リー・ リ ドゥ ウン? と 一 緒 に ロシア へ 旅行 を し まし た 。 キ ャ ロ ル は 数 
学 が 専門 の 分 野 で す が 、1 年 半 前 の 1865 年 に 『 不思議 の 国 の アリ ス 』 を 出 
版 し て いま す 。 リ ドゥ ン の 方 は 神学 者 で 福音 派 の 熱心 な ポ プ ロ テス タン ト の 
家庭 に 育ち 、 伝 記 に よれ ば 子ども の 頃 か ら タ イム ズ の 新聞 紙 で 聖職 者 の 着 
る ガウ ン を 作っ て 説教 の 真似 を し て いた と いう こと で す 。 大学 で は カト リ 
ッ ク や ギリ シャ 正教 に 対し て 寛大 な 宗教 維 を 持つ ジョ ン ・ キ ー ブ ル ? に 傾 
倒し 、 特 に 東方 教会 と の 統一 を 考え て いま し た 。 こ の ロシア 旅行 に は 東方 
の ロシア 教会 と 教会 統一 に つい て 意見 を 交換 する 非 公式 の 使命 も あっ た と 
いわ れ て いま す ?。 ち ょ うど ロシア 旅行 の 前 年 1866 年 に 、 リ ドゥ ン は 一 連 
の 説教 、 バ ンプ トン ・ レ クチ ャ ー? を お こない 、 そ の 説教 集 % の 出版? に 
よっ て ヨー ロッ パ 、 ロ シア に まで も リド ゥ ン の 名 は 伝わっ て いま し た 。 リ 
ドゥ ン の お こ な う 説教 に は 多く の 人 々 が 話 を 聞こ うと 集まっ た 、 と キャ ロ 
ル の 友人 で も ある ヘン リー・ ス コッ ト ・ ホ ラン ド 9 が 説教 を 聞く 聴衆 の 感 
動 を 語っ て いま す ?。 キ ー ブ ル 没後 ( 1866 年 ) に 大 学 が 故人 を 記念 する 学 
寮 を 新しく 設立 する こと を 決め た ゆ と き に は 、 オ クス フォ ー ド 運動 ゆ の 
旗手 の ひと り で キー ブル と 共に リド ッ ゥ ン の 師 で ある EJB. ピ ュー ジー が 、 
リド ッ ゥ ン を 初代 学寮 長 に 推薦 し まし た 。 1 年 以上 に 証 る 熱心 な 説得 に も め 
げ ず リド ウゥ ン は その 名 誉 を 断り 続け て 、 結 局 受け る こと を し ませ ん で し た 。 
これ は 、 ち ょ うど ロシア 旅行 を 挟ん だ 翌年 の こと で し た 。 日 常 生 活 と キリ 
スト 教 が 深く か か わっ て いた 時 代 に 聖職 者 の 肩書 き ( Reverend) を 持ち 、 
母国 英国 に お いて は 日 曜日 の 午前 と 夕方 の 礼拝 は ほとん ど 欠 か すこ と な く 
出 て いた キャ ロ ル と リド ウゥ ン が 、 外 国旅 行 の 間 に ど この 教会 で 礼拝 を し た 
の か 、 そ れ ぞ れ の 考え 方 が 反映 され て 興味 深い も の で す 。 旅 行 の 後半 に 二 
人 の 間 で 交わ され た 議論 ? は 宗教 観 に あっ た よう で 、 リ ドウ ゥ ン に 比べ て 
どちら か と いえ ば キャ ロ ル の 方 は 自分 の 育っ た 英国 国教 会 の 礼拝 の 仕方 や 
簡素 な 装飾 の 教会 に 執着 し て いた よう で すめ 。 

旅行 の 年 に キャ ロ ル は 35 才 、 リ ドゥ ン 38 才 で 、 旅 の 前 半 に リド ウゥ ン は 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 


2) Henry Parry Liddon( 1829-90) . オ クス フォ ー ド 大 学 で キャ ロ ル と 同じ クラ イス 
ト ・ チャーチ 学寮 出身 の キリ スト 教 説教 者 。 
3) John Keble ( 1792-1866)。 オ クス フォ ー ド 大 学 の ユー プス ・ ク リス テイ 学寮 で 奨 
学 金 を 受け て 進学 し 、19 才 で 優秀 の 証 の ダブ ル ・ フ ァ ー ス ト を 取り 、 オ リ エル 学 察 
の フェ ロー に 選ば れる 。 後 に 詩学 の 教授 と な り 宗教 詩 The Chrstian Year を 出版 し 、 
生前 に 90 回 も の 版 が 出 た を 。 オ クス フォ ー ド 運動 の 指導 者 の 一 人 で ニュ ー マ ン は キ 
ー ブ ル の こと を 運動 の ue and primary author と いっ た 。1836 年 か ら ウ ィ ン チ ェ ス 
ー に 近い ハー ズリ ー で 牧師 に な る 。1850 年 に は 、 聖 処女 マリ ア 教 会 の 牧師 。 
4) 77e Asszg7 7oz777 一 , pp. xii-xiii, Morton Cohen ed 
5) ソー ルズ ベリ 大 聖堂 の 参事 ジョ ン ・ バ ンプ トン ( 1690-1751) が オク ス フ ォ ー ド 
学 に 財産 を 遺贈 し 神学 に 関す る レク チャ ー・ サ ー モ ン を 毎年 8 回 行う こと を 遺言 
し 、 そ の 名 前 が つい た 。 学 寮長 だ け で 説教 者 を 選ぶ 、 リ ドゥ ン の 場合 は 勧め られ 
た の を 由 踏 し て 申し 込み が 遅れ 、1 票 差 で A.W. ハ ッ ダ ン に 決ま っ た 。 し か し ハッ ダ 
ン は 健康 上 の 理由 で 辞退 し 、 リ ドゥ ン に な っ た 。 リ ドゥ ン の 説教 は 19 世 紀 の バ ン 
プ ト ン ・ レ クチ ャ ー で 最高 の 説教 と 称え られ た 。 
6) 題 は 、Divinity of our Lord, and Saviour Jesus Chrst 
7) 通常 バン プ ト ン ・ レ クチ ャ ー は 3830 部 印刷 され て オク ス フ ォ ー ド 大 学 の 総長 、 学 
寮長 、 そ し て 市 長 に 渡る 。 リ ドゥ ン の 説教 集 の 初版 2500 部 は 直ぐ に 売り 切れ 、 
1880 年 まで に 25.000 部 が 売れ た 。 そ の 後 改訂 し て 毎年 約 800 部 出 た を 。 リ ドゥ ン は 死 
の 1 ヶ 月 前 に は 14 版 の まえ が き を 書い て いた 。 
8) Henry Scott Holland( 1847-1918) クライ スト ・ チ ャ ー チ 学寮 で キャ ロ ル の 後 呈 
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同学 寮 の 上 級 研究 生 、 講 師 。 RG 
主事 に 選任 され た 。 ホ ラン ド は リド ゥ ン と 同じ セン ト ・ ポ ー ル 大 聖堂 の 参事 と な 


り 、 大 学 で は 神学 の 飲 定 講座 教授 を 勤め た 。 

9) The mighty hush of expectation: and then the thrill of that vibrart voice, alive with a 
the passion of the hour, vehemert searching, appealing, pleading, ringing ever higher as the 
great argumert lifted him .… 
10) Keble College は 募金 に よっ て 建て られ た 。 そ の 設立 の 趣旨 は キー ブル を 記念 
する 目的 と 共に 、 社 会 の 上 層 部 の 子弟 に 限ら れ て きた 大 学 教育 を 恵まれ な い 優秀 
な 学生 に 大 学 教育 の 機会 を 与え 社会 に 貢献 する 人 材 を 育て る こと が 目的 で あっ た 。 
11) 19 世 紀 前 半 に オク ス フ ォ ー ド 大 学 で 始ま っ た 宗教 運動 。 

12) Edward Bouverie Pusey( 1880-1882). クラ イス ト ・ チ ャ ー チ 学寮 で は キャ ロ ル 
の 父 と 同輩 . オ リエ ル 学 寮 で フェ ロー と な り 、 キ ー ブ ル 、 ニ ュー マン と 共に オク ス 
フォ ー ド 運動 を 推進 。 キ ャ ロ ル が クラ イス ト ・ チャ ー チ 学寮 で 優秀 の 標 で ある ダ 
ブル ファ ー ス ト を 取っ て 特別 研究 生 に 選ば れ た と き に は 、 キ ャ ロ ル の 父 に 手紙 を 
出し て 「 君 の 息子 の 得 た 名 誉 は 君 に 対す る 旧友 の よし み に よ る 依 司 晶 放 な ど で は 
絶対 な い 」 と 書い た ( 77e 万 gz の 7e7e7y の 7 7ews Cgzyo 邊 p.53-4)。 大 学内 の 実力 者 
の 一 人 。 

13) キャ ロ ル の 日 記 に は 見 えな い が 、 リ ドゥ ン の 日 記 に は argued「 言い 合っ た 」 と 
ある 。 

14) ロシア 旅行 日 記 中 の 7 月 28 日 参照 。 
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調 を 衣 し た り 、 寝 込ん だ りす る こと が あり まし た が 、 や が て 長旅 に も 慣 
た 年 の ちょ うど 2 年 前 1865 年 に 出版 され た ジョ ン ・ 
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日 記 に 


の 説明 を 確か め て いる よう な 記述 も あり ます 。 
この ロシア 旅行 は 用 意 周到 に 時 間 を か け て 準備 し た 旅 で は な か っ た こと 


7 月 1 


日 の キャ ロ ル の 日 
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記 に 、「 ロン ドン か ら パ スポ ー 


来 リ ドゥ ン が 一 緒 に 外国 へ 旅行 に 行け る と 言っ て く れ て 、 
行き 先 を な ん と ロシア に し た ! 」 と いう 記述 が ある こと か ら わ か り ま す 。 


記 は 6 月 26 日 


か ら 7 月 11 日 


に 飛ん で いて 6 月 26 日 
講堂 ? で お こ な わ れ た 大 学 の 学位 授与 式 で 、 キ ャ ロ ル は 長年 の 親 し 
監 を し て いた トマ ス ・ ヴ ィ ア ・ ベ イン に 頼ま れ て 式場 に 入 
嘩 を 手伝い まし た 。 そ の 夜 は アイ スキ ュ ロ ス の ギリ シャ 
基 に し た 芝居 を 見 て いま す 。 し た が っ て ロシア 行き の 話 は 早く て も その 翌 
に 出 た こと に な り ま す 。 


版 さ れ て いる リド ゥ ン の 日 記 に よれ ば ゆ ゅ 、7 月 4 
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日 記 は 、「 ドジ スン と ロシア へ 出 か 
に キャ ロ ル は 、「 パス 


リド ゥ ン は 夏 に な る と 外国 で 休暇 を 過ごし て いた よう で す 。 一 方 、 
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HH た こと が な く 、 パ スポ ー ト の 手続 きも 初め て の こ 


と で し た 。 キ ャ ロ ル の 旅券 は 現在 、 ア メリ カ の フィ ラ デ ル フィ ア に ある ロ 
ー ゼ ン バ ッ ク ・ ミ ュー ジア ム が 所 蔵 し て いま す ぢ 。 


大 学 で 数 学 の 講師 を し て いた キャ ロ ル は 、 
じ る せい か 、 同じ 時 代 の ディ ケン ズ ろ クタ や ジョ ー ジ ・ マク 
読ん で 分 か り や すい 文 を 
ンズ も マク ド ナル ド も か れ ら の 時 


べ る と 、 


シン プル で BH 
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月 快 な 説明 を 重 ん 
ドナ ルド 2 と 比 


いて いま す 。 そ の 理 
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代 19 世 紀 半 ば の も の を 時代 の こと ば で 
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時 代 の 人 々 に 向け て 書い た と いう こと で し ょ う 。 一 方 キャ ロ ル は 時 代 を 超 
えた テー マ を 持っ て いた の で は な いか と 考え ます 。 そ れ は お と な に も こ ど 
も に も わか る こと ば で 、 人 に 喜び と 幸せ を も た ら す こと に あっ た の で し ょ 
う 。 キャロ ル 自 身 は この こと を 「『 不思議 の 国 の アリ ス 』 の 読者 へ 」 の な 
か に 書い て いま する ぢ 。 

ロシア 旅行 日 記 は 1867 年 7 月 12 日 か ら 9 月 13 日 まで の ちょ うど 2 ヶ月 に 
耳 る 記録 で 、 キ ャ ロ ル が 平常 つけ て いた 日 記 と は まっ た く 異な る 調子 で 書 


15) 万 ZzzZpoor ん 7 77gve//e7ry 7 Assjg, Po/Z72 の 7 の 7772zdL John Murray, 1865. 

16) ロシア 旅行 日 記 中 の 7 月 31 日 参照 。 

17) Sheldonian Theatre. オク ス フ ォ ー ド 大 学 総長 、 カ ンタ ベリ 大 司教 の Gilbert 
Sheldon の 寄付 で 大 学 の 行事 、 儀 式 を 行う 建物 と し て 1669 年 に 完成 し た 。 

18) Thomas Vere Bayne( 1829-1908). 父親 は キャ ロ ル が 生ま れ た ダー ズ ベ リ に 近 
い 町 で ウォ リン トン ・ グ ラマ ー・ ス クー ル の 校長 を し て いた こと か ら 、 家 族 ぐ る 
み の 付 き 合 い が あ っ た 。 キ ャ ロ ル と 同様 に 生涯 独身 で 学 寮 に 住ん を だ 。 キ ャ ロ ル の 
遺言 書 の 証人 の 一 人 。 端 正 な 容姿 か ら 、 ク ライ スト ・ チ ャ ー チ 学寮 を 具現 し て い 
る 人物 、 と も 言わ れ た 。 

19) 77e Assgz og7 - 77, A Record kept by Henry Parry Liddon of a Tour taken with 
C. L. Dodgson in the Summer of 1867, Introducton, p. xiii, ed by Morton N. Cohen 

20) 19 世 紀 半 ば の 英国 の gentlemen は 親しい 間 で 姓 を 呼び 捨て し た 。 

21) “His customary summer holiday abroad!, 777e Assz2 7oz7yrg7 - 77, Introduction p. xi 
ed by Morton N. Cohen 
22) 今日 の パス ポー ト と は 異な り 写真 は つい て いな い 、 目 の 色 、 頭 髪 の 色 を 記載 
し て いる 。 パ スポ ー ト に 書か れ て いる 目 の 色 は グレ イ と ある 。 目 の 色 に つい て は 
濃い ブル ー だ っ た と いう こと を イー スト ボー ン で キャ ロ ル の 滞在 先 に 一 ヶ 月 泊っ 
た イー ザ ・ ボー マン が 思い 出 の 記 7ewjs Cg77o/7 4s 7 Kew 万 の 中 に 書い て いる 。 
イー ザ は ロン ドン で は 受 居 の 子役 と し て 有名 。 

23) Chares Dickens( 1812-70). 当時 流行 の ディ ケン ズ の 小説 を キャ ロ ル も 読ん で 、 
ディ ケン ズ の 物語 の 連載 が 新聞 に 出 て いる 間 は 、 読 者 は 他 の 書き 物 を 見 向き も し 
な い だ ろ うと 日 記 に 書い た 。 
24) George McDonald( 1824-1905) 児童 文学 作家 。 キ ャ ロ ル が 『 不思議 の 国 の 
ス 』 を 出版 する こと に な る きっ か け は 、 最 初 に 書い た 「 地下 の 国 の アリ ス 」 
書き 原稿 を ジョ ー ジ ・ マ ク ド ナ ルド の 家族 に 読ん で も らい 、 出 版 を 強く 勧め 
だ こと だ っ た 。 

25) December 25, 1871 の 日 付 で 、'he truest kind of happiness, the only kind that js 
really worth the having, the happiness of making others happy too!. 77e Wo7s の 7ewfy 
Cg7yo77, p.223, 1965. 
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か れ て いま す 。 当時 、 大 陸 へ の 旅 は 恵まれ た 階級 の 人 々 が 教育 の 仕上 げ と 
し て 見 聞 を 広め る た め に で か け て いま し た 。 オ クス フォ ー ド の 大 学 講師 と 
は いえ 、 裕 福 な 背景 を 持た な い キ ャ ロ ル に と っ て 、 外 国 に 行く と いう こと 
は な か な か 機会 の な いこ と で し た 。 そ し て 1867 年 の ロシア 行き は キャ ロ 
ル に と っ て 最初 で 最後 の 外国 旅行 に な り ま し た 。 好 奇 心 が 強い キャ ロ ル に 
と っ て この 旅行 は 特別 な が でき ご と だ っ た と 想像 され ます 。 見 聞 す る こと を 
詳し く 書き 留め て 、 帰 国 する と 家族 や 親しい 人 々 に 読ま せよ うと 考え た 様 
子 で す 。 そ の 筆 は 読む も の に 笑い を 提供 する こと を 忘れ ず 、 ま た 、 他 の 書 
き 物 に は ほとん ど 見 られ な い 叙 情 豊 か な 描写 も あり ます 。 こ れ は ロシア か 
ら の 帰途 に 見 られ る も の で 、 伯 か な 国 へ の 旅 が 終 ろ うう と し て 、 有 母国 の 英国 
へ 戻る こと へ の 安 か ら 緊張 が 解け 気持 に 余裕 が 出 て きた こと に よる も の 
で し ょ う 。 

以下 は ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 の うち 、 前 半 を 訳出 し 注釈 を 
付け まし た 。 

典拠 し た テク スト は プリ ンス トン 大 学 図書 館 モ リッ シュ ・ パ リ シ ュ ・ コ 
レク ショ ン に 所 蔵 さ れる キャ ロ ル の 日 記 M.S. の マイ クロ フィ ルム で す 。 
手書き の 日 記帳 は 平常 付け て いる 日 記 と 同じ 種類 の ノー ト で す が 、 他 の 日 
記 の 場合 に 表紙 に 自分 で 手書き し て 付け て いる Prvate Jourmal と 通し 番号 る 
と は この 日 記帳 に は つい て いま せん 。 そ の こと か ら も 、 ま た 初め に 書い た 
よう に ユー モア が 見 える こと 、 自 分 を さして 'the writer と 書い て いる 人 箇所 
が ある こと な どか ら も 、 他 人 に 読ま せる 目的 の 旅行 日 記 で し た 。 旅 行 用 に 
は 新しい も の を 用 意 し て 旅行 に 出発 する 7 月 12 日 か ら 書き出し て いま す 。 
日 記帳 は 時 線 の な い 無 地 縦 長 の 小形 の ノー ト で サイ ズ は 縦 72 イ ンチ メ X 横 
46 イ ンチ タツ 、 オ クス フォ ー ド の 文具 店 の 貼っ た シー ル が 残っ て いま す %。 
真 が 足り な く な り 、5 月 15 日 の 途中 か ら 2 冊 目 に 入っ て いま す 。 

この 日 記 の 印刷 本 は 所 有 者 と な っ た モリ ッシュ ・ パ リッ シュ が 1928 年 
に 個人 的 に 印刷 させ た も の が 最初 で 、7o 7860Z2 と いう タイ ト ル で し た %。 
な お 、 同 行 し た リド ゥ ン の 日 記 77e Azsszz7 og777g7 一 7/、 ま た 1935 年 出版 


PU 


ー24 一 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 


の マク ダー マッ ト 編 の ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の 日 記 The Assjzz 7o7g/、 そ し 
て 1999 年 の E. ウェ イク リン グ 編 7ews Cg/o//'* の zz77es 第 5 巻 を 参照 し ま 


し た 。 


2. 注釈 付き 翻訳 ルイ ス ・ 


キャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 


1867 年 7 月 12 日 一 8 月 1 日 


7 月 12 日 ( 金 ) サル タン @ と 私 は ロン ドン に ほ ば ぼ 同 時 刻 に 到着 し た 。 た だ 


し 別々 の 所 で 、 こ ちら の 到着 地点 は パディントン 、 あ ちら は チャ リン グ ・ 
クロ ス め で ある 。 群集 は 後者 の 方 が 非常 に 多かっ た こと は 認め ね ば な ら 
ぬ @。 人 が 集まっ た 第 三 の 場 所 伯 は マン ショ ン ・ ハ ウス 3 で 、 ち ょ うど 
ベル ギー の 志願 兵 $ の 接待 が 催さ れ て いて 、6 時 頃 に そこ か ら 英 雄 た ち を 


26) 日 記 の 通し 番号 は キャ ロ ル が 表紙 に 手書き し た も の で 、 最 後 の 巻 の 表紙 は 


13、 そ の 下 に July 1, 1892 to と あり 、 


ノー ト が いっ ぱい に な っ た ら 、 最 後 の 日 付 を 


入れ る こと に な っ て いた 。 最後 の 記録 は 1897 年 12 月 14 日 。 亡 く な る 1 ヶ月 前 。 


27) 18.5 セ ンチ X 11.5 セ ンチ 


28) Sold by W. Emperliin, Oxford. と いう シー ル 。 他 の 日 記 に も 同じ シー ル が 残っ て 


いる 。 


29) ここ に 掲載 し た キャ ロ ル 自 身 の 手 に よる 挿絵 は イギリス の セル ウィ ン ・ グ ッ 
デー カー 氏 が 所 持 する 1928 年 版 か ら 提供 を 受け た 。 
30) アプ ドゥ ー ル ・ ア ジ ズ ( 1830-1876)。 在 位 1861-76。 サルタン は 旧 ト ルコ 帝国 


主権 者 の 称号 。 こ の と き 国 費 と し て 英国 を 訪問 。 異 教徒 の 最高 指導 者 を 国 容 と し 
て 迎え た こと に 関し て 、 リ ドゥ ン は 


ロシア 訪問 中 に ロシア 正教 の 最高 指導 者 に 会 


うと 批判 を 受け る こと に な る が 、 彼 は 英国 で は 政教 分 離 で ある こと を 告げ て 理解 


を 求め る 。 
31) チャ リン グ ・ ク ロス と パ デ ィ ン 


ン は 、 ロ ンド ン を 発着 する 列車 の 起点 駅 で 、 


前 者 は ロン ドン か ら 南東 へ 向かう 路線 の 発着 点 、 後 者 は ロン ドン か ら オ クス フォ 
ド を 通っ て 北上 する 路線 の 発着 点 。 こ の 他 に ロン ドン の キン グズ ・ ク ロス 駅 は 

ケン ブリ ッ ジ の 近く を 通っ て 北上 する 路線 の 発着 点 、 サ ル タ ン は ド 一 バー か ら ロ 

ンド ン の チャ リン グ ・ ク ロス 駅 へ 到着 し 、 キ ャ ロ ル は ド 一 バー へ 向かう た め に オ 

クス フォ ー ド を 出 て ロン ドン の パディントン 駅 に 到着 し た 。 

32) キャ ロ ル に は も ちろ ん 出迎え は な い 。 取 り 澄まし た 笑い で ある 。 


33) 第 二 の 場 所 は 自分 が 到着 し た パディントン と いう 払 め か し が ある 。 

34) Mansion Houses は ロン ドン 市 長 の 公邸 。 

35) 戦闘 の た め と いっ た も の で は な く 将来 の 事態 に 備え る 市 民 の 義勇 兵 で 、 こ の 

前 年 に は イギリス か ら ベル ギー を 訪問 、 こ こ で は それ に 対す る ベル ギー か ら の 返 

0 1867 年 7 月 13 日 の The Times は ベル ギー 志願 兵 の ロン ドン 到着 時 
に イギリス 人 の 熱烈 な 歓迎 ぶり を 報告 し て いる 。 
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乗せ た オム ニ バ ス % の 行列 が 東 へ 向かっ て 動き 始め た 。 こ の た め に 私 が 
買い 物 を する の に 非常 に 時 間 が か か っ た 。 チ ャ リン グ ・ ク ロス か ら ド ー バ 
ー 行 き の 列車 に 乗っ た の は 8 時 半 に な っ た 。 宿 の ロー ド ・ ウ ォ ー ル デン に 
着く と 、 い っ し ょ に 旅 を する リド ゥ ウン は すでに そこ に き て いた 。 


7 月 13 日 ( 土 ) 前 の 上 晩 に 決め て お いた と お り 朝 8 時 に 食事 を し た 。 と いう 
より も その 時 刻 に 食卓 に 着い て パン に バタ を つけ て 閣 り な が ら 骨 付き 肉 % 
が 出 て くる の を 待っ た 。 こ うし て 30 分 も 経つ と ちょ っ と し た こと に な っ 
た 。 初 め は 、 あ た り を うろ うろ し て いる ウェ イタ ー に 、 ま だ か 、 と 情け な 
い 記 願 を し た 。 す る と 、「 た だ 今 参 り ま す 」 と 内 め る 日 調 で 言う の だ 。 し 
ば らく 経っ て 、 今 度 は 厳し い 語 調 で 、 ま だ か と 催促 し た 。 す る と 、 プ ライ 
ド を 傷つけ られ た よう に 、「 た だ 今 参 り ま す 」 を 繰り 返す 。 こ れ を 繰り 返 
すう ち に 、 ウ ェ イ ター は みな その 巣 穴 へ 引っ 込ん で 和 壁際 の 食器 入れ の 後ろ 
や 息 蓋 の 下 に も ぐり こん で し まっ た @。 そ れ で も 、 骨 付き 肉 は 出 て こ な 
か っ た 。 お よそ ウェ イタ ー④@ が 見 せ て く れる 美和 値 の な か で も 退去 の 礼 ほ 
ど 望ま し か ら ざ る は な し と いう こと で リド ゥ ン と 意見 が 一 致し た 。 そ こ で 
私 は 重大 な 議案 を 二 つ 出 し た 。 二 つと も 第 一 読 会 で 否決 され た 。 そ の 
一 、 こ の まま 席 を 立っ て 、 骨 付き 肉 の 代金 は 支払 わな い 。 そ の 二 、 店 の 経 
営 者 を 探し 出し 、 ウ ェ イ ター 全員 に つい て 文句 を 言い 立て て や る 。 こ れ で 
大 騒ぎ は 出る だ ろう 、 だ が 骨 付 き 肉 は 出 な い だ ろ う 。 

こん な こと が あっ た が 、9 時 に は 乗船 し て いた 。 列車 の 車両 二 両 分 の 荷 
物 が 船 の 甲板 に 空け られ て 大 ピラ ミッ ド の よう な 見 事 な 山 が で き あ が っ て 
いた 。 そ の 山 に 三 人 分 の 旅行 較 を 提供 で きた の は 誇らしい 。 穏やか な 90 
分 の 船旅 だ が 、 船 客 の な か に は 筆舌 に つく せ ぬ 苦し み を 味わっ た も の 
も いた 。 我 が 気分 は どう か と いえ ば ひど く 思い が け な い 気持 で 、 別 に これ 
と いっ た 感 慌 の な いこ と 8 に 対し て 少し 慎 交 を 覚え た 。 こ ん な こと の た 
め に 費用 を 払っ た の で は な か っ た 、 と いう 気持 で あっ た 。 雨 が 強く 降っ て 
いた の で 専用 の 船室 ( を 利用 する と いう 碑 沢 を し た ) が と て も 居心地 が よ 


か っ た 。 屋根 は ある が デッキ の 上 な の で 風通し が よい 。 
た 。 人 な つこ い 土 地 の 人 間 が 船 が 着く と いつ も の こと な の か 、 


な いか 、 


すむ 。 


払う の に は じゅ うぶ ん だ 。 ひ と り ひ と り 「 ノ フン 


ルイ ス ・ キャロ ル の 


知り た いこ と は な いか 、 


ロシア 旅行 


日 記 


前 半 


カレ ー? や に 着い 
何 か 


事 


H 事 は 


と 寄っ て くる 。 返事 は みな 「 ノン る @」 で 
全部 が 全部 に それ が 当て は まる わけ で は な い だ ろ う が 、 


連中 を 追い 


! 」 と 剛 対 返し に 言い な が 


ら 、 む っ と し て 傍 か ら 離れ て いっ た 。 リ ドゥ ン が 荷物 の 手配 な ど を 済ま せ 


て か ら 一 緒 に 市 場 を 歩い て みた 。 女 達 が 被っ て いる 
金 切り 声 と 意味 の わか ら な いこ と 


り 、 


ブリ ュ ッ セル へ 


向かう 途中 は 


白い 帽子 で 広場 は 埋 


ま 


ば が 飛び 交 っ て いた 。 
F 坦 で 単調 な 旅 で あっ た 。 


目立っ た 建 


物 と いえ ば 聖 オ ッ マ 教会 の 塔 と 、5 つ の 塔 が ある トゥ ルネ イィ 大 聖堂 くら い 
で ある 。 


リー ル め から トゥ ウル ネイ ⑨⑧ ま で 、 家 族 の 


36) SD この 語 の 短縮 形 が bus. 英国 で は 


ES 
席 が あ 


0 年 で 「 万 人 向 
37) chops. 豚 、 子 牛 、 
38) 料理 を 保温 する た め に 
困っ た 場 画 


39) 団 


た 父 か ら 幼い 


逃げ 
Cohen. 
40) 給 
22 
41) 
制度 


仁 


24 
原文 は 、 the fi 
度 。 全体 審議 

に 使う 。 こ こ で キャ ロ ル は も の も の し い 議 会 


台 ロ ンド ン で 秋 
結 2 出入 り し 
乗物 」 


た 。 屋 上 に 座 


また は 羊 の あ ば ら 骨 付 


の 意味 。 動 力 は 


キ 


ご 


パリ で 始ま っ た 箱 
人 作 中 と いう 記録 が ある 。 乗物 の 内 部 は 両側 に 


一 行 と 一 緒 に な っ た 


形 の 乗物 を 真似 て 
内 向き に 座 


席 が 付い て いる 場合 も あっ た 。 ラ テン 
の 肉 。 


イト 


に 被せ て 


日 いる 金 


属 あ る い は 陶磁 器 製 の 深 


目 の 蓋 。 


寺 ( 
ぎ ( 


9 


人 に つい て は この 旅行 中 他 ! 
日 、30 日 、22 日 、 


4 


も 愉快 な 観察 を し て いる 。 7 月 


日 。 


で 途方 も な い 描 写 を する の は 知 的 な 気晴らし か 。 遠 く の 町 へ 行っ 
こ キ ャ ロ ル が 貰っ た 手紙 の な か に 
隠れ る 様子 を 描い た も の が ある 。77e 7e7ers の 7ew が s Cg77o77 p.6, ed. Morton 


も 人 と 動物 が あわ て ふた めい て 


15 


、 各 条 和 審議 を 


笑い を 誘う 。 


42) 英 


43) 初め て 祖 


玉 | 


の 港 か ら ド ー バ 
国 を 離れ 外 


玉 | 


へ 行く と 


日 語 。 議 会 で 議案 の 審議 を 慎重 に 
重ね る も の 。 序 数 詞 を 人 


する 
* っ て 、「 第 三 読 会 」 の よう 


目的 で 設け 


用 語 を 持 


海峡 を 渡っ て フラ ンス の 港 へ の 外 
いう 興奮 も な いこ 


ち 出 し て 重大 案件 で ある と 


国 航 路 の 旅 。 
し て 。 


と に 対 


44) フラ ンス 北部 の 、 ド 一 バー 海峡 に 臨む 港町 。 


45) フラ ンス 語 で "Non と 書い て いる 。 英語 の "No 
46) ベル ギー の 


都 。 


47) フラ ンス 北部 の 商工 業 都 市 


48) ベル ギー 


名 。 


夫人 


西 間 


日 


* で シェ ルツ 河畔 に ある 工業 都市 。、 ト ウル ネイ ・ タ ペスト リ で 有 


に 相当 する 。 


o 


日 、21 目 、 
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子ども が 二 人 、6 才 と 4 才 く らい の が いて 、 小 さい 方 の 子 は 休み な くず っ 
と お 喋り を し て いた 。 そ の 子 の スケ ッ チ を 描い て みた る @。 家族 の みん な が 
それ を 見 て 、 ま た モデ ル 自 身 も いろ いろ と 好き な こと ( また 大 め 言 葉 らし 
いも の ) を 言っ て くれ た 。 そ の 子 @ は 降り る 前 に 母親 に 言わ れ て 私 た ち 
に 「 さよ うな ら 」 と 、 別 れ の キス を し て も らい に きた 。 

ベル ギー の 国境 に ある ブラ ン デ ン で 荷物 は 外 に 出さ れ 、 検 査 さ れ ( と い 
う よ り も 、 形 ば か り 覗か れ て ) 元 に 戻さ れ た 。 料金 は か か ら な い 。 こ れ ま 
に 受け た 試験 @ で 、 検 査 料 の か か ら な い 試 験 に 合格 し た の は 今回 が 初 
め て だ 。 ブ ラン デン か ら ブ リュ ッ セ ル ま で は ドイ ツ 人 の 旅行 者 と 一 緒 に な 
っ た 。 景色 を 見 て いて 気がつい た こと は 木々 が 何 マ イル も 真直 ぐに 並 
ん で 植 栽 され て いる 。 そ れ が た いて いみ な 同じ 側 に 傾い て いる た め に 、 ち 
よう ど 疲 れ た 兵士 が 長い 隊列 を 組ん で 平原 の あちこち を 行進 し て いる よう 
に 見 えた 。 あ る と ころ で は 四角 に 整列 し 、 あ る と ころ は 「 気 を つけ ! 」 を 
し て いる 、 し か し た いて い は た だ と ぼ と ぼ と あて も な く 歩き 続け て いる 。 
背 を か が め て 、 目 に は 見 えな い 重 い 荷 物 が 上 か ら の し か か っ て いる よう に 。 
ブリ ュ ッ セル で は 、 ホ テル ・ ベ ル ザ ヴィ ウ に 宿泊 し た め 。 食事 、 こ の 食事 は 
「 極 簡単 な 」、「 わずか 」 7 コー ス の 食事 で 、 そ れ が 終わ っ て か ら 、 気 分 
転換 に 外 を 歩い た 。 公園 で 音楽 が 聞こ えた の で そちら へ 行っ て みた 。 公園 
に 腰 を 掛け て 1 時 間 か そこ ら 、 な か な か 好い オー ケス トラ の 演奏 を 聞い た 。 
クリ モー ン @ の よう な 所 で 、 木 々 の 間 に は 何 百人 と いう 人 た ち が 小 さ な 
テー ブル を 囲ん で 座っ て いた 。 あ た り に は ラン プ の 灯り が つい て いた 。 


7 月 14 日 ( 日 ) リド ゥ ン と 10 時 に 聖 グ デュ ル 教 会 に 行っ た 。 ブ リュ ッ 
セル で 一 番 立 派 な 教会 で ある 。 私 の 好み で は な い 。 と いう の は 、 言 葉 が 聞 
き と れ た ら 礼 拝 に 参加 で きた の だ ろう けれ ど 、 と ころ どこ ろ で ひと 言 が わ 
か る 程度 で あっ た し 、 同 時 に 二 つ の こと が 進行 し て いた 。 一 つ は 聖歌 隊 が 
ずっ と 聖歌 を 歌っ て いて 、 そ の 一 方 で 司祭 は 聖歌 隊 の 歌 に お 構い な く 礼拝 
を 進め て いる 、 ま た 司祭 た ち は 絶え ず 小 さ な 列 に な っ て 、 祭 壇 へ 近づき 祭 
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壇 の 前 で ほん の 一 瞬 路 づき ( それ は 祈り を する の に は 短 す ぎる )、 ま た 
分 の 席 に 戻っ て いく 。 礼 拝 の 主要 な と ころ で は みな の 注意 を 促す た め に 鋭 
い 音 を 立て て 鈴 が 鳴り 、 こ れ が 続い て いる 間 は ほか の こと は 聞き 取れ な い 。 
周囲 の 人 々 を 見 る と 、 あ る 者 は 自分 の 祈り に 没頭 し て お り ( 私 の 隣 の 男 は 
路 く た め の 台 が な い の で 、 敷 石 に 直 か に 膝 を つい て 、 祈 り を 数 珠 で 数 えて 
いる )、 ま た ある 者 は た だ 傍 稚 し て いる 、 そ の 間 ず っ と 人 が 出 た り 入っ た 


49) キャ ロ ル は 絵画 、 音 楽 、 演 劇 に 興味 が あり 、 こ ども の 頃 か ら 線 描 の 絵 を 描い 
て 自分 の 作っ た 読み 物 に 添え た り し た 。 0 は 絵 を 習っ て も 上 達 の 見 込 
み が な いと 言わ れる レポ ル の 絵 で は あっ た 。 ア リス ・ リ ドゥ ル に 贈っ た 『 地下 の 
国 の アリ ス 』 に 自分 で 挿絵 を 付け て いる 。 こ の ロシア 旅行 の 後半 の 8 月 22 日 に は 
ロシア 語 し か 通じ な い 相 手 に リド ゥ ン の 「 コー ト を 出し て 欲し い 」 と 伝え る た め 
に 絵 を 描い て いる 。 

50) She .… 子ども は 女の子 で ある 。 

51) フラ ンス 語 で bon soir と 言っ た 、 直 訳 は 「 お や すみ な さい 」。Good morming, 
good day, good evening な ど と 同様 に 別れ る 時 の 挨拶 と し て 使わ れ て いる た め 、「 さ 
よう な ら 」 と し た 。 
52) 初め て の 経験 で 好奇 心から どん な こと に な る の か と 思っ て いた が 、 荷 物 検査 
は 実に 簡単 で 、 ち ら っ と の ぞい た だ け と いう 検査 方 法 に 拍子 抜け し て いる 。 原文 
は 、the first examination I have passed without a fee. 荷物 検査 の examination と イ ギ リ 
ス の 大 学 の 試験 と を 掛け て いる 。 大学 の 試験 で は 、 試 験 料 を 払っ た た め に 試験 料 
を 払わ な いで 受け た 試験 は 初め て 、 と 言っ て いる 。 オ クス フォ ー ド 大 学 の 場合 、 
1866 年 の 学則 に 定め られ た 試験 料 が 、 試 験 の 種類 ( 理系 、 文 系 な が ど ) に も よる が 
ほぼ 1 ポン ド で 、 今 日 の 43.18 ポ ンド ( 9.000 円 ) 程度 。 こ の 換算 は 4 oczz/ 万 js7oy 
の 7ee, by 」 Pettigrew, published by The National Trust 2001 の 換算 表 に よっ た 。 

53) 1 マイ ル は 約 1.6 キ ロメ ー ト ル 。 
54) 2 泊 す る 。 

55) フラ ンス 語 で 、tres simple と 書い て いる 。「 極 簡単 な お 」 も 「 わずか 」 も 、 こ の 
ホテ ル が そう 言っ て いる こと 。7 品 出 て くる 食事 は 「 極 簡単 な お 」、「 わずか な 」 食 
で は な さそ う 。 日 本 の 「 な に も あり ませ ん が 、」 に 相当 する 表現 で あろ う 。7 月 15 
日 を 参照 。 
56) 当時 ロン ドン 中 心 部 チェ ル シ ー に あっ た Cremome gardens の こと 。( gardens と 
複数 に な っ て いる の は 、 一 つの 公園 の よう な と ころ に 種々 の 庭 が 複数 ある た め 。) 
57) The Saints Michael and Gudula Cathedral. Treurenberg の 丘 に ある 。1047 年 に こ 
丘 に 建て た 新しい 教会 に ブラ バン ト 公 ラ ン バ ー ト 2 世 が 聖人 グ ジ ュ ル の 遺骨 を 移さ 
せ た の が 始ま り 。 現在 の 大 聖堂 は 13 世 紀 か ら 15 世 紀 に か け て 建設 され た 。 地 下 礼 
拝 所 で は 11 世紀 の 建 物 の 一 部 が 見 られ る 。 


Pi 
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り し て いる 。 何 を し て いる の か 分 か る と き に は 礼拝 する こと が で きる の だ 
が 、 リ ドゥ ン が 今や っ て いる 典礼 の 箇所 を 見 つけ て も 言葉 を 理解 する の は 
まず 無理 だ っ た 。 会 衆 が 参加 する 礼拝 と いう の に し て は 非常 に わか り に 
くい も の だ 。 む し ろ 会 の 「 た め に 」 行 われ て いる 礼 振 の よう に 見 えた 
音楽 は 非常 に 美しかっ た 、 ま た 香 を 入れ た 器 を 揺り 動か す の が 綺麗 な 絵 の 
よう に 見 えた 。 二 人 の 少年 が 赤 と 白 の 服 を 着 て 祭壇 に 向かい 調子 を 合わ せ 
て 香 の 容 れ 物 を 揺すっ て いた 。 礼 拝 の 後に は 、1 年 に 一 度 、「 聖体 め 」 が 町 
を ね り 歩く 大 行列 の 儀式 が あっ た 。 行列 が 教会 を 出発 する の を 見 て 、 ま た 
戻っ て くる の を 待っ た の だ が 、1 時 間 以 上 も か か っ た 。 行列 の 前 に は 騎馬 
隊 が 進ん だ 。 そ の 後ろ に は 小さ な 少年 た ちの 長い 列 が 続い た 。 大 抵 の 少年 
は 赤 と 白 の 服 を 着 て いた 。 な か に は 紙 で つく っ た 花 の 輪 を 頭 に 載せ て いる 
昌 も いた 。 あ る 者 は 帳 を 持ち 、 ま た ある 者 は 切っ た 色紙 を 入れ た 和 韓 を 
持っ て いた 。 き っ と 途中 で 搬 く の だ ろう 。 その後 か ら 白い 服 を 着 て 白 の 長 
い ベ ー ル を つけ た 少女 た ちの 長い 列 が 続い た を 。 そ れ か ら 歌 を 歌う 男 た ち 、 
司祭 な ど が 大 勢 、 み な 立派 な 服 を 着 て 、 帳 を 持っ て 続い た 。 帳 は 行列 の 後 
ろ の 方 に な る に つれ て ます ます 大 きく 豪華 に な っ た 。 そ れ か ら 聖なる 子 @ 
を 抱い た 処女 マリ ア の 大 き な 像 が 運ば れ て 通っ た 。 像 は 、 半 球 の よう で あ 
りな が ら か な り 平 ら な 形 を し た 大 き な 人 台座 の 上 に 立ち 、 造 り も の の 花 で 周 
り が 飾っ つて あっ た 。 そ の 後ろ か ら ま た 帳 が 続き 、 そ し て 4 本 の 柱 の 上 に 天 
蓋 を 置い て 、 そ の 下 を 司祭 た ち が 歩 いて 「 聖体 」 を 運ん だ 。「 聖体 」 が 傍 
を 通る と き に は 大 勢 の 人 が 跳 いた を 。 こ れ ま で に 見 た こと が な い 儀式 で 非常 
に 見事 な 趣き で あっ た 。 た だ 、 お そろ し く と 受 居 が か っ て いて 、 真 実 味 
の な いも の だ 。 和 群集 の 数 は も の すご く 多い が 、 み な 整然 と し て いた 。 お そ 
らく 何 千 人 と いう 人 が いた こと だ ろう 。 

午後 リ り ド ゥ ン は 何人 か 友人 を 訪ね て 出かけ 、 私 は グラ ン デ ・ プ ラス @ 
を 散歩 し た 。 美しい 市 役所 の 建物 @ が よく 見 えた 。 こ の 広場 に は 国内 の 
ゴシック 建築 と し て 世界 に 誇れる 見事 な も の が 並ぶ と いわ れ て いる 。 


夕方 め 、 リ ドゥ ン と 二 人 で 英語 の 教会 に 行っ た が 礼拝 時 間 は 午後 @ に 


o 
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変更 され て いた た め 、 す で に 終わ っ て いた 。 


7 月 15 日 ( 月 ) 9 時 40 分 に ケル ン @ へ 向け て 発つ 。 途 中 変わ っ た こと も な 
く 、4 時 に 到着 し た 。 こ こ で 二 度 目 の 荷 物 検査 が あり 、 前 回 より も も っ と 
大 雑 揚 な や り 方 で 、 私 の 旅行 則 な ど は 開け られ も し な か っ た 。 大 聖堂 
を お よそ 1 時 間 見 た が 、 あ れこ れ 描 写す る より も た だ 、 か つて 見 た ある い 
は 想像 で きる あら ゆる 教会 で 最も 美しい と だ け 言 っ て お こう 。 も し 、 敬 度 
な 展 が な に か 形 に な る と すれ ば 、 そ れ は あの よう な 建造 物 に な る こと だ ろ 


ロ 


58) ベル ギー は 、 公 用 語 と し て 北部 地域 は オラ ンダ 語 、 南 部 地域 は フラ ンス 語 

首都 ブリュ ッ セ ル は 、 両 言語 併用 地域 。 ド イツ 国境 付近 で は ドイ ツ 語 が 通じ る 。 

キャ ロ ル は どちら の 言語 も ラテ ン 語 、 ギ リ シ ャ 語 ほど に は 得意 で は な か っ た 。 

59) 英国 国教 会 の 信徒 で やあ る キャ ロ ル に と っ て 、 礼 拝 は 全会 環 が 神 に 祈り を 捧げ 

る も の で ある と 朗 識 し て いる こと が わか る 。 

60) Thosf は 、 聖 響 式 の 聖 別 し た パン 。「 聖体 ] は 「 キリ スト の 神聖 な か ら だ 」 の 意 

味 。( 最後 の 晩 般 で の イエ ス の 言葉 、 マ タイ に よる 福音 書 26:26 な どか ら 。) 

61) 横 に な びく 形 の も の より 、 上 か らぶ ら 下げ た 形 の も の 。 

62) こども の イエ ス ・ キ リス ト の こと 

63) 一 般 に 芝居 は どこ の 国 で も この よう な 宗教 行事 に 起源 が ある と 言わ れ て いる 。 

64) ヨー ロッ パ で 一 番 美しい と 言わ れる 広場 。 周 囲 に は ゴシック 建築 の 建物 が 

べ 。 

65) フラ ンス 語 で 、"Hotel de Ville と ある 。 

66) フラ ンス 北部 に 発達 し 、12-16 世 紀 に ヨー ロッ パ で 広く お こ な わ れ た ルネ サン 

ス 直 前 の 建築 、 彫 刻 、 装 飾 な どの 様式 。 先 に 出 た 聖 ミ カエ ル ・ グ ジュ ル 大 聖堂 も 

ゴシック 建築 の 一 つ 。 ロ ンド ン で 有名 な 建物 と し て は 議事 堂 、 タ ワー ブリ ッ ジ 、 

バッ キン ガム 宮殿 、 セ ント ・ パ ンク ラス 駅 、 チ ャ リン グ ・ ク ロス 駅 、 ゴ シッ ク 和 

塔 を 持つ 教会 な ど が ある 。 

67) evening は 日 没 か ら 就 科 時 まで 。 

68) 原文 は English church ロシア 旅行 記 に は 、English Church が 7 回 、English 

Chapel が 1 回 出 て くる 。 キ ャ ロ ル は 英国 国教 会 の 聖職 者 で も ある 。fEmnglish Church 
語句 に は 、 イ ギリ ス の 非 国 教会 も 入る こと が 、9 月 1 日 の 記述 か ら 分 か る 。 

69) aftermoon は 正午 か ら 夕暮 れ ま で 。 

70) Cologne. ドイ ツ 語 綴り で は Keln。 ド イツ 西部 ノル トラ イン - ヴ ェ ス ト ファ ー レ 

ン 州 の ライ ン 川 に 臨む 都市 。 

71) ケル ン 大 聖堂 。1248 年 に 着工 し 1880 年 に 完成 し た ドイ ツ 最 大 の 大 聖堂 。 次 に 

書い て ある よう に 非常 に 美しい 聖堂 と し て 有名 。 
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フ 。 

夕方 また 散歩 を し た 。 川 を 渡る と 町 全体 を 見 渡す 素晴らし い 眺 め が あ っ 
た 。 こ れ は 結構 な 夕食 後 の こ と で ある ( 夕食 と それ に 伴う も の は これ まで 
結構 な も の ば か り で あっ た )。 夕食 の ワイ ン に は ルー ディ シャ イィ マー? を 
1 本 注文 し た 。 こ の ワイ ン は 小柄 で 明る い 感 じ の ウェ イタ ー が 「 あれ は よ 
い ワ イン と 存じ ます 」 と 勧め て くれ た が 、 そ の こと ば に 充分 見 合う も の だ 
っ た 。 泊 まっ て いる ホテ ル は 「 デュ ・ ノ ー ル 9@」。 


7 月 16 日 ( 火 ) 教会 を 数 カ所 回 っ た 。 ど れ も 特 別 な か が こと は な か っ た 。 

ま 、「 聖 ウ ルス ラ ? と 11.000 人 の 処女 ? の 教会 」、 遺 朋 ②@ は 前 面 に ガラ ス 
を 入れ た 箱 に 入っ て いて 、 覗 いて みた が ほとん ど な に も 見 えな い 。 聖 ゲ レ 
オン 教会 ⑦、10 面 の 変わ っ た ド 一 ム が ある 納骨 堂 、 使 徒 教会 、 ル ー ベ ンス 9@ 
に よる 聖 ペ テロ の 傘 ? が 祭壇 背面 に 描い て ある 聖 ペ テロ 教会 (この 教会 
の 近く に 、 こ こ で ルー ベン ス が 生ま れ た 、 と いう 銘 版 の 掛か っ た 家 が あっ 
た )、 そ れ に カビ トリ オ の 聖 マ リア 教会 @ を 見 学 し た 。 

リド ウゥ ン は 1 時 半 に ター ブル ドッ ト 9 に いっ た 。 私 は この 機会 に 使徒 
教会 に 戻っ て そこ で 結婚 式 を みた 。 大勢 の 人 が き て いた 。 こ ども た ち も た 
くさ ん いて 、 勝 手 に 教会 の 中 を 走り 回 っ て は いた が 静か に し て いて 、 イ ギ 
リス の 子ども た ちと は 大 違い で ある 。 結 婚 す る 二 人 と 関係 者 は 内 陣 に 入り 、 
可動 式 の 机 に 向かっ て 跳 い た ( 式 の 間 は ずっ と そう し て いた )。 数 回 の 祈 
り と いく つか の 質問 と 応答 で 結婚 式 は 始ま っ た の だ と 思う 。 そ れ が 済む と 、 
司祭 は 具合 よく 祭壇 に 寄り か か りな が ら 、 聖 書 を 閉じ て 長い 話 を し た 。 準 
備 は な く 即興 の 話 の よう だ っ た 。 そ れ か ら 聖 水 @ の 入っ た 器 ら し いも 
の を 二 人 の 上 で 揺らし た 。 次 に 書記 が 台帳 と ペン 、 イ ンク を 持っ て き て 祭 
増 の 上 に 置い た 。 司祭 は 長い 間 か か っ て そこ に 書き 入れ た 。 そ の 間 に 紳 士 
が 二 人 進 み 出 て 司祭 に 何ごと か 中 いて いた 。 た ぶん その 二 人 は 証人 で 自分 
た ちの 名 前 を それ ぞ れ 告げ た の で あろ う 。 そ れ が 済む と 司祭 は 結婚 し た 二 
人 に 軽く 人 会釈 し て 式 が 終っ た 。 教 会 を いく つか 見 て 回 っ た 。 教 会 に は 人 が 


ロ 


ルイ ス ・ キャ ロ ル の 


ロン シ 


72) Rudesheimer ド イツ の 高級 赤ワイン 。 キャ 
73) 
74) 処女 狗 教 者 。 ケ ルン の 守 
に 友人 と 共 ! 


リス 


は キ ! 


duNord . ノ ー ル は フラ ンス 北部 の 県 。 
護 聖 人 。 ヨ 


H 受 主 


分 の 父 
日 


ト 教 の 信仰 を 理 
スト 教 の 浸透 が 遅かっ た )。 紀 元 300 


王 の いる ブリ テン 島 を 去り 
に ケル ン の フン 族 に よっ て 


ア 旅 行 日 記 


前 半 


ロ ル は Rudischeimer と 綴っ て いる 。 


E 女 ウル スラ は 不 本 意 な 結婚 を 避け る た め 


ロー マ を 訪ね る 。 そ の 帰途 に キ 
虐殺 され た ( ヨー ロッ パ の 北部 
E 頃 と いわ れる 。 ク レ マ テ ィ ウ ス と い 


う 人 物 が 乙女 た ち が 狗 教 し た 場所 に 記念 の た め の 教 会 を 建て た と いう 石碑 が ケル 


ン で 発見 され て いる 。 そ の 石 
世紀 に は 伝説 の 形 で 伝え られ て いた らし い 。 絵 


碑 は 


四 


世紀 末 か 


た 姿 で 描か れる 。 
75) 古く は ウル スラ と 10 人 の 乙女 の 11 人 で あっ た の が 、 ど の よう に し て 千 倍 に 増 


えた か に つい て は 、 他 に も 若い 女 必 
の だ ろう と 推 : 


昌 さ れ て いる 。 


76) 痢 教 者 ウル スラ の 遺骨 。 


77) 7] 
78) Peter Paul Rubens 
79) キリ スト の 12 使 往 


\ 有 


世紀 -13 世紀 に ] E 月 を か け て 建造 さ 


展 


五 世紀 初頭 に 刻ま れ た も の と いう 。9 
画 に は 殺害 され た 矢 を 数 本 手 に し 


E が ケル ン で 痢 教 し た らし いこ と が 結び つい た 


れ た 。 


1577 - 1644). フラ ンド ル の 画家 。 
E の 一 人 で 、 元 は 漁師 で あっ た 。 弟 の アン デレ と 共に 「 人 間 


を 漁る 漁師 」 に し よう と キリ スト か ら 言 われ 、 そ の 名 前 が 「 岩 」 と いう 意味 の ア 


ラム 語 Kephas か らき て いた こと か ら 、 キ リス ト は この 岩 の 」 
言 し た 。 


キリ スト が 


走ら えら れ た と き 、 ペ テ 


上 に 教会 を 建て る と 宣 


ロ は 夜明け 前 に 3 度 知ら な いと 耕 定 し 


て 夜明け を 告げ る 鶏 が 鳴い た と いう 話 が ある 。 キリスト の 死後 、 ヘ ロ デ ・ ア グリ 


ツ ノ パ 
き に 


ご 


掛け 


いた 画 


に 捕らえ られ る が 脱 
南 ら えら れ 狗 教 す る 。 ペ テロ は キリ スト 
ら 


読み で は 聖 マ リア ・ イ ム ・ カ ピトー ル 教 会 。 


れ た と いう 伝説 が ある 。 お そら くそ れ が 
家 に ミケ ラン ジェ ロ 、 カ ラヴ ァ ッ ジオ 、 
80) トラ ンプ の クラ ブ の 形 の 「 三 葉 形 内 陣 」 を 持つ 教会 ( 1065 和 


H し て ロー マ に 行き 教会 の 初代 司教 に な る 。 ネ ロ 帝 の と 


と 同じ 形 で は 勿体 な いと 逆さ の 礁 に 
苗 か れ て いる 。 他 に 逆さ の 礁 を 描 
ォ ル ダー ノ な ど 。 


E 貢 堂 )、 ド イツ 語 


ジ 


81) the table dh6te. ホテ ル 、 レ スト ラン で 常連 な ど が 食べ る 定食 用 テー ブル を 指す 。 
ここ で は その テー ブル で 決め られ た 時 間 に 予 約 し た 客 に 一 律 に 供 さ れる 食事 を 指 
し て いる 。 

82) キャ ロ ル は 日 頃 か ら 昼食 は と ら な いか 、 と っ て も シェ リー 酒 一 杯 に ビス ケッ 
ト 程度 で あっ た た め 、 昼 食 に 行く 代わ り に 。 

83) 用 意 し た 説教 の 原稿 を 読み 上 ト 上げる の で は な く 、 と いう 意味 で 、 説 教 は 、 主 に 
原稿 を 読み 上 げ る タイ プ と 原稿 な し に 行う タイ プ と が あり 、 後 者 を 良し と する 


人 々 も あっ た 。 キャロル 
84) 宗教 儀式 な ど に 


身 は 通常 は 説教 の 準備 を し て いた よう だ 。 
用 いら れる 聖 別 され た 水 。 
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た くさ ん いて 、 み な 


で は 同時 に 三 人 の 女性 


分 の 祈り を 捧げ て いる の が 印象 的 だ っ た 。 あ る 教会 


が 三 つ の 告 解 席 や で 告 解 を し て いた 。 彼女 た ち は 


自分 の 手 で 顔 を 隠し て いた 。 司祭 @ は 自分 の 顔 の 前 に ハン カチ を 掲げ て 


いた 。 し か し 仕切 り の 


幕 は な か っ た 。 自分 で 祈り に 来 た ら し い 様 子 の 子 ど 


も が と て も 多い 。 な か に は 祈 待 書 9 を 持っ て いる 子ども も いる が 、 み ん 


な が 持っ て いる わけ で 
いる よう だ が や が て 


が る と 外 に 出 て 行っ た 。 


は な い 。 子 ども た ち は 歩 き 回 っ て いる 見 学者 を 見 て 
分 の 祈り に 戻っ て 行く 。 そ し て ひと り ひ と り 立 ち 上 
入る の も 出る の も 自由 に な っ て いる らし い 。 こ う 


し た 祈り を し て いる 人 の な か に は 男 た ちや 少年 の 姿 は 見 えな い ( ブリ ュ ッ 
セル の 日 曜日 の 礼拝 で は た くさ ん いた の だ が )。 午後 は リド ゥ ン と 大 聖堂 


の 天辺 まで 上 っ た 。 そこ 


か ら は 、 白 い 壁 に 灰色 の 屋根 が ずっ と 続く 町 の 素 


青 ら し い 風 景 と 、 遠 く 
で 行く こと に し て いた 
た 。 車内 で は 向かい 合 


っ た 。 緑色 の 絹 の シェ ー 


長く 続く ライ ン 川 が 見 えた 。 ベ ルリ ン @ に は 夜行 
の で 夕方 7 時 15 分 の 列車 に 乗り 、 翌 朝 8 時 頃 に 着い 
っ た 座席 を 引き 出す と 両方 併せ て 一 つの ベッ ド に な 
ド が つい て いて 、 そ れ を ラン プ の 上 に 引く と 車内 


の 明る さ を 落 と すこ と が で きた 。 夜 は 具合 よく 寝る こと が で きた 。 た だ 、 


気の毒 に リド ゥ ン は 眠 


7 月 17 日 ( 水 ) ベル 


れ な か っ た よう だ 。 


リン に て 。 ホ テル ・ ド ウゥ ・ ル シ まで 馬車 ( ドウ ゥ ロ 


シキ @ と ここ で は 呼ん で いる ) で 行く の に 、 番 号 の ふっ て ある 切符 を 渡 


され て 、 溜 まり 場 に い 
続き し な いや り 方 だ 。 
派 な 像 ( ラウ ホ % 作 )、 
二 つ さ っ と 回 っ た が 、 
ター ブル ドッ ト ⑳ へ v 
羊 の スー プ の こと 、 鴨 


る その 番号 の 馬車 に 乗せ られ た 。 英国 で は と て も 長 
昼間 見 学 し た の は 、 騎 乗 し た フレ デリ ッ ク 大 王 の 立 
有名 な 「 アマ ゾン と 虎 」( キシ ュ 作 ) め 、 美 術 館 を 
どちら も 時 間 が あれ ば よく 見 た いと ころ だ 。3 時 に 
\ っ た 。( メモ :「 フ ラマ ン デ 風 ポ ター ジュ 」 と は 、 
は チェ リー と 共に 食 さ れる こと 、 食 事 の 時 に 清潔 な 


ナイ フ と フォ ー ク は 望む べく も な いこ と 。) 夕方 は ぶら ぶら 歩き ま わっ た 。 
聖 ペ テロ 教会 ( 福音 主義 ) で 礼拝 が 行わ れ て いた の で 入っ て 20 分 ほど 非 


ー 34 一 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 


常に よど み の な い 即 興 "% の (ドイ ツ 語 の ) 説教 を 聞い た 。 説教 し た 人 は 
最後 に その 場 で 考え た % 長い 祈り を 捧げ 、 主 の 祈り を 唱え た 。 そ れ か 
ら 説教 者 は 立ち 上 が る と ( みな も 一 斉 に 立ち 上 が り )、 腕 を 差し伸べ て 会 
衆 を 祝福 し た 。 そ こ で オル ガン の 演奏 が 始ま り 、 説 教 し た 人 は 退場 し 、 会 
衆 は 再び 椅子 に 座り 長い 非常 に 節 回 し の よい 贅 美 歌 を 歌っ た 。 


7 月 18 日 ( 木 ) も う 一度 大 美術 館 へ 行き 、 前 より 長い 時 間 を か け て 見 て 回 


85) 信者 が 罪 の 告白 を し 、 司 祭 を 通じ て 攻 し を 受け る 場所 。 狭 い 小 部 屋 に な っ て 
司祭 と 信者 の 間 に 仕 切 が ある と ころ も ある 。 こ こ で は 一 人 の 司祭 に 3 人 の 女性 が 同 
時 に 層 悔 を 聞い て も ら っ て いる 。 仕切 の 幕 が な いた め 、 そ れ ぞ れ 手 や ハン カチ で 
顔 を 隠し て いる 。 
86) the priest と 単数 形 で ある 。 一 人 の 司祭 が 三 人 の 告 解 を 同時 に 聞い て いて 、 仕 
切 の 幕 も な い 状 態 。 こ の 教会 で は 罪 を 告白 する と いう 個人 の こと が この よう な 形 
で お こ な わ れ て いる 、 と いう キャロル の 観察 。 

87) books. 教会 で 用 いる books に は 、The Holy Bible と The Book of Common Prayers 
が ある 。 祈 補 書 に は 教会 が 定め た 折々 の 祈り の こと ば が 書い て ある 。 祈 り に きた 
子ども た ち は 、 祈 科 書 を 用 いて 祈る 。 

88) 1945 年 まで ドイ ツ 、 プ ロイ セン の 首都 。 

89) 6 泊 す る 。 

90) 此処 ベル リン で 使わ れ て いる この 語 は 、 も と も と は ロシア 語 。 意 味 は 、 軽 四 
輸 馬 車 。 
91) クリ スチ ャ ン ・ ダ ニ エ ル ・ ラ ウホ Christan Daniel Rauch( 1777 - 1857)、 ベ ルリ 
ン の 彫刻 家 。 ロ ー マ に 留学 中 の 友人 の な か に は 後に ベル リン に フン ヴォ ルト 大 学 
を 創立 し 初め て 言語 を 体系 と し て と ら え た カー ル ・ ヴ ィ ル ヘル ム ・ フ ォ ン ・ フ ン 
ボル ト ( 1767 - 1835) も いた 。 注 116 参照 。 

92)「 アマ ゾン と 虎 」 は 1837-41 年 の 5 年 間 を か け て 制作 され 、 こ の 作品 に より 彫刻 
家 キ シュ は 「 馬 の 彫 刻 に か け て は ベル リン で 第 一 人 者 」 の 賞 を 受け た 。 オ ー ガ ス 
ト ・ キ ッシュ Ausgust Kiss( 1802 -65) ベル リン に 生ま れ ベ ルリ ン で 活躍 し た 彫刻 
家 。 ベ ルリ ン ア カ デ ミ ー の 会 員 。1841 年 大 学 で 教授 と な る 。「 アマ ゾン 」 の 他 に 、 
青銅 の 彫刻 に 「 聖 ジ ョ ー ジ と 竜 」( 1855) な ど が ある 。 

93) 注 81 参 照 。 

94) 注 83 参 照 。 

95) 祈 補 書 の 決ま り 文句 で 祈る の で は な く 、 と いう 意味 。 

96) Lord's Prayer「 マタ イ の 福音 書 」 第 6 章 で イエ ス が 教え た と され る 祈り の こと 
ば 。 
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っ た ( 1243 点 の 絵 が ある )。 こ この 絵画 は 大 美術 批評 家 ヴ ツァー ゲ ン の が 配 
置 を 提案 し て いる 。 と ころ が 彼 の カタ ログ に は ほとん ど 批 評 ら し いも の は 
な く 、 た だ 個々 の 絵 の 中 で 見 る べき と ころ を 列挙 し て いる だ け だ 。 絵 の 大 
多数 は 宗教 面 で 、 そ の な か に は 聖 セ バス チャ ン が ( 既に 矢 で 射 ら れ て め ) 
入っ て いる 。 ま た さま ざま な 画風 で 「 聖母 子 」 を 描い た も の が 多数 あっ た 。 
その 中 に は 何 枚 か 、 御 子 め を 地面 に 置い て 、 マ リア が その 前 に 跳 づ き 祈 
っ て いる も の が あっ た 。 あ る 絵 は 、 た い へ ん 色 使 い が 綺 麗 で 、 ヨ セ フ ゆ 
が 眠っ て いて 、 そ の 耳 に 天使 が 喉 い て いた 。 バ ベル の 塔 選 の 絵 が 良かっ 
た 。 そ の 絵 に は 何 千 も の 人 が 描い て あっ た 。 エ デン の 園 の 絵 に は 、 あ 
ら ゆ る 動物 と 鳥 が いた 。 有 名 な 版画 も 数 点 あ っ た 、 例 えば 聖 ア ント ー ニ オ 
ス の 試練 ゆ な ど で あ る 。 仕 上 げ が これ まで 見 た な か で 最も 優れ て いた も 
の と し て は 、 ヴ ァ ン ・ ヴ ァ イ デ ン の 三 連 祭 壇 画 @ で ある 。 我ら の 主 の 
死後 の 場面 を 表し て いる 。 マ リア が 泣い て いる と ころ で は 涙 の ひと 粒 ひ と 
粒 を 丁寧 に 半球 ( ある い は 半球 より も っ と 上 球 に 近い 形 ) に 塗っ て それ ぞ れ 
に 光り と 影 が 入っ て いる 。 ま た 、 床 の 上 に ある 一 冊 の 本 は 、 真 が 少し ば ら 
ぱら と 開い て いる 。 本 の 留め 金 が 下がっ て いる と ころ に は その 影 が 本 の 厚 
み の 切 り 口 の 上 に 斜 に 落ち て いる 。 そ の 影 の 長 さ は 2.5 セ ンチ ほど も な い 
の だ が 。 頁 が 少し で も 開い て いる 部分 で は 下 の 紙 に 上 の 紙 の 影 が 映っ て い 
る 。 こ この 美術 館 の 絵画 は 全体 と し て は あま り 美しい と いう 印象 は 受け な 
い の だ が 、 ど れ を と っ て も よく 見 る と その 手法 に は 驚く と ころ が ある 。 美 
術 館 全 体 を 正当 に 評価 する の に は 幾 日 も か か る だ ろう 。 タ ー ブ ル ドッ ト を 
済ま せる と 雨 が だ いぶ 降っ て いた の で 少し 歩い て 聖 ニ コラ ス の 古い 教会 ゆ 
を 見 た だ け だ 。 


7 月 19 日 ( 金 ) 私 た ち が 起き た の は ( 目覚 まし 時 計 で ) 6 時 30 分 だ っ た 。 
7 時 30 分 過ぎ に は 朝食 を し て 、 午 前 中 は 聖 ニ コラ ス 教 会 へ 行っ た 。 教 会 の 
側 廊 は 見 えな いよ うに 完全 に 遮 ら れ て いて 、 し か も 側 廊 ゆ が 建物 の 東端 
の アプ ス に 円 に な っ て 並ぶ 柱 の 外側 を ぐる り と 回 っ て つい て いる と い 


ルイ ス ・ キ ャ 


う も の は 初め て 見 た 。 祭 壇 は その 円 に 


ロ ル の 


で も 見 られ る 大 理 


石 


の 彫刻 が 折り 


97) Professor Doctor Gustave Waagen ( 1794-1868). 


98) ミラ ノ に 生ま れ 
位 を 利 
射 か け 
撲殺 され た 狗 教 者 。 
99) 典 児 
100) 


ロー 


と を 告げ て いる 。 


寺 


101) 旧約 聖書 


村 


り に 分 散 し て いっ た 。 


の 「 創世 
ろう と し て いる の を みて 、 神 は 人 間 が それ まで に 話し て いた 同じ こと ば を 互い に 
通じ な いよ うに する 。 こ と ば が 通じ な く な っ て 塔 の 建設 


マ で 痢 教 ( 3 世紀 末 )。 


用 し 獄中 の キリ スト 教徒 を 保護 し て いた が 
られ 刑場 に 放置 され た 。 


一 命 を 取り 留め た 


ロシア 旅行 


重なる よう に 


に 宿り 、 


日 記 


: ぶ 柱 の 内 側 に あり 、 
立っ て いる 。 そ の 背 


皇帝 に 信仰 を 明か さ すず こ 


密告 され 、 


も の の 逃 1 


前 半 


後に は どこ に 
多 は 、 


、 そ の 地 
皇帝 の 命 に より 矢 を 
に せ ず 、 宙 の 面前 で 


生ま れ て くる 』 


の イエ ス ・ キ リス ト の こと 。 神 の 子 、 と 呼ば れ て いる 。 
許嫁 の マリ ア が 懐妊 し て いる こと を 知っ て 離縁 し よう と し て いた ヨセフ に 夢 
の 中 で 天使 が その 子 は 聖霊 に よっ て マリ ア 


履い 主 で ある こ 


記 」 第 11 章 の 話 。 人 間 が 力 を 合わ せ て 天 に 届く 高い 塔 を 作 


間 に 語 と 


102) 旧約 聖書 の 「 創世 記 」 第 2 


に 語ら れ て いる 、 


間 の 男 アダ ム と これ を 助け る 女 


創造 され た 
て 人 間 は 楽園 


生活 の 父 と 
む 。 禁 作 


o スト 


生 


束 
妃 


加 魔 と され 、 


た 画家 。15 
105) tiptych. ヴァ ン ・ 
年 頃 ) や 、 
ある 。 


れ た 。 


ご 
お 列 柱 の 外側 を 


端 で 一 番 遇 の 部 分 


鳥 や 動物 に 名 前 を つけ た 、 
か ら 追放 され た 。 

103) 英語 の 原文 は St Anthony's 
言 ば れ 、 エ ジ プ ト の 修道 士 。 
E 活 に お いて 激しい 誘 
の は 怪獣 の 姿 を と っ た 悪魔 、 


104) Rogier van der Weyden( 1399400- 1464) . 
する 説 と が ある 。 ト ウゥ ルネ イ で 生ま れ 、1436 年 に 
世紀 末 ま で オラ ンダ の 絵画 ( 


パリ の ルー ブル 美術 館 に 
106) キャ ロ ル が 見 た 13 


107) an aisle. 通常 は 中 央 通路 の 「 身 廊 」 
区 切ら れ た 通路 で 、 
廻っ て いる と いう の で 、 
108) the apse, 教会 堂 の 祭壇 の 後方 で 丸屋 根 の ある 半 円 形 の 窪 
こ あ る 。 初 期 の 教会 堂 で は 、 


ヴ を 作り 人 


emptation 


に 影響 


ク 箸 
ヴァ イデ ン に 
は 中 央 に 


と 平 行 し 
昌 廊 と いう 
珍し い 。 


アイ ル ま た は 1 


世紀 末 に 建て られ た 古い 教会 は 


f 


聖 ア ント ニオ ( 215 
砂漠 で 打ち 捨て られ た ビス ピル 要塞 に 人 
惑 を 体験 し 、 つ い に 
また 虚栄 の 象徴 と し て の 若い 女性 を 先 立 て て 近づく 
美術 の 主題 と な っ た 。 


が 止ま り 、 


に うち 


人 間 は 散り 散 


が 天地 を 創造 し て の ち 、 人 
まわ せ た 楽 園 、 こ こ で 、 人 間 は 神 に 
と いう 。 禁断 の 実 を 味わう と いう 罪 を 犯し 


年 頃 -356 年 )。 修 首 


隊 っ た 。 誘 惑 し た 


生年 は 13994 


E と する 


ブリ ュ ッ セル に 
を 与え た 。 
は 、 他 に 十字 架 上 の キリ スト の 三 

マリ ア の 受胎 告知 を 描い た 


RG 


M 


\ る 、 場 合 に 
こ で は 、 祭 増 


説 と 1400 年 と 
移り そこ で 没 し 


( 1445 


連 画 
三 連 画 が 


、 第 二 次 世界 大 戦 で 破壊 さ 


よっ て は 列 柱 な 
の アプ ス を 


較 | 


ほ み の 部 分 。 建 物 の 東 


ここ が 司教 の 座 で あっ た 。 


を で 


「 文学 部 紀要 」 文 教 大 学 文 


丘 : 
選者 三 | 


古い 絵 ( 主 に 聖 


まり 王宮 へ いっ た 。 ガ イ 


大 き な 円 形 の チャ ペル を 見 た 。 ど こ で も 金 


部 第 19.2 号 


の テー マ か ら と っ た 絵 ) が 描い て ある 仁 
の 一 枚 一 枚 は それ ぞ れ 亡くな っ た 人 を 記念 し 
ツ の 歴史 学者 プッ フェ ンド ルフ ゆ の 墓 を 見 た 。 そ こ か ら シュロ ス ゆ つ 
に つい て 他 の 見 


で 塗っ て あっ た 。 大 き な 階 段 を 通っ て ! 


が な く 、 舗 装 し た 道 が な だ ら か に 上 っ て 


iD の 道 を 
っ : で しま うと 、 
出る 通路 を 探さ な けれ ば な ら な い 、。 


ぐる 


あり 修理 作業 員 が いる と ころ を 通っ て いく ヨ 


訓 が ある 。 教 訓 の 書き だ し 
午前 中 は この 後 、 美 術 館 を 二 つ 見 た 。 


思い 出し た 。 と ころ で 、 ガ イド 
後 は まっ た く 見 物 客 を 放り 出し て 、 わ れ わ れ は 自分 で 外 へ 


は 「 これ ぞ 王 侯 た ちの 運命 


勝子 


店 


: 切 り が あり 、 絵 
か れ て いた 。 こ こ で も ド 


学 


た ちと 豪華 な 部 屋 の 数 々 や 


と 


*Z 


金 が 塗れ る と ころ に は 、 ぜ ん ぶ 
へ 入っ て いっ た 。 そ の 階段 に は 段 
いく の に 似 て いて 、 ウ ィ ッ トビ ー 


は 各部 屋 を 見 せ て 謝礼 を 受け 取 


ぐる 
M 


回 


る 裏 階段 を 通っ て バケ ツ が 
だ な っ つた 。 で に に 天 き な 教 
な り .…29」 で 始ま る 。 


ディ ナー の 後 、 外 に 出 た 。 乗 合 
ルク ( 西 へ 4 マイ ルポ ゆ ほど の 所 
9 の 眺め が 雄大 で あっ た 。 
へ ん 綺麗 な 所 で あっ た 。 一 番 素 『 


KO 


ジジ デン 


車 の 二階 に 上 が っ て シャ ー ロ ッ テ ン ブ 
へ 向かう 。 
そこ に は も う 一 つの 城 が あ 
青 ら し か っ た の 


ウン テル ・ デ ン ・ リ 
り 、 た い 
は プリ ン セ ス 9% が 葬 ら れ 


途中 、 


吐 生 


て いる 礼拝 堂 で ある 。 墓 は 見 事 な 大 
が 刻ま れ て 、 天 井 の 窓 に 

石像 に えも 言え な い 柔 夢 
夜 は ぶら ぷら 歩い て ユダ ヤ 教 の 礼 提 


値 が 充分 ある 、 と ニュ ー ヨ ー ク か らき 


主計 


ら か い 、 夢 見 る よう 


人 
の 妻 ) に は 食 
一 言 も 知ら な いま まこ こ 
まま な ら な い の だ そう だ 。 


ツ 語 


に 来 て 、 


7 月 20 日 ( 土 ) 今日 は 初め に ユダ ヤ 教 の 
いた の で 、 そ れ が 終る まで ずっ と そこ に 


は 幾 枚 か 曹 色 の ガラ ス が 了 め 込ま れ 、 そ れ が 大 巫 


圭 1 の を 見 学 し た 。 そ れ は 


造り で 寝 椅子 に 横 に な っ て いる 姿 


うな 効果 を 出し て いた 。 


見 て お く 
た 紳士 に 言わ れ た 。 そ の 人 ( と そ 


事 の 席 で 会 っ て と て も 気持 の よい 人 に 思わ れ た 。 二 人 は ドイ 


その た め に 日 常 の こと も な か な か 
礼拝 堂 に 行っ た 。 礼拝 が 進行 し て 


いた 。 全体 に 私 に と っ て は まっ た 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 


日 記 前 半 


く 新しい こと ば か り で た い へ ん 興味 を も っ た 。 建物 は と て も 豪華 で 、 内 部 
の 壁 は 金色 に 塗っ て ある か 装飾 が ある 。 ア ー チ は ほとん どの も の が みな 半 
円 形 を し て いる が 、 な か に は ここ に スケ ッ チ し た よう な 形 の も の も ある 。 
東 の 端 の 天井 は 半球 形 の ドー ム に な っ て いて 、 中 に 柱 の 上 に 載っ た 小さ い 
バー ム が あり 、 そ の 下 に 戸棚 が カー テン で 隠れ て いて 、 そ の な か に 律 法 の 
巻き 物 " ゆ が 入っ て いる 。 カーテン の 前 に は 朗読 用 の 机 が あっ て 東 を 向い 
て いる 。 そ の 前 に は 小さ い 机 が 西向 き に 置い て ある 。 小 さい 机 は 礼拝 の 間 
に た だ 一 回 だ け 使 われ た 。 他 の 部 分 は 一 般 席 に な 

の N っ て いた 。 リ ドッ ゥ ン と 私 は 会 衆 に 信 っ て 帽子 を 被 

109) Samuel von Puffendorf( 1632 - 1694). 法律 、 


っ た まま だ っ た 。 男 た ち は た いて い 自 分 の 席 に 着 
エナ で 学び 、1661 年 、 ハ イデ ルベル ク 大 学 の 教授 。 


対象 と し た 最初 の 人 と 言わ れる 。 ブ ラン デン ブル グ 家 
枢密 顧問 官 で あっ た 。 


プ ニ ッ ツ と イ 
と 民事 法 を 学問 研究 の 
亡くな っ た 時 に 6 


110) 原文 は ドイ ツ 語 で Schloss と 書 


寺 


に ある 北海 


か 


こ 臨 む 港 町 。 町 の 中 の 道 は 殆ど みな 狭く 、 
な 道 が ある 。 キャロ ル は オク ス フ ォ ー ド 大 学 の 学 
H 間 、 ウ ィ ト ビー で バー ソロ ミュ ・ プ ラ 


いて いる 。 
111) イギリス の 北部 に ある ヨー ク か ら 北 北東 ! 


城 、 大 邸宅 の 意 
こ 約 77 キ 


【 味 。 


一 部 に 


呈 員 


和 き 代 に 1854 年 7 月 
ス 教 授 に よる 数 学 特訓 の 合 


20 


呈 イ 


ロ の と ころ 、 エ スク 川 の 河 
は 勾配 が 


E 常 に 急 
日 か ら 2 
に 参加 


ン た 。 

112) 原文 は 、Such is the fate of princes … 詩人 
595 に For such is Fate, nor camt thou turn its course.' 
113) 約 6 キ ロ 。 

114) Unter den Linden 意味 は 菩 提 樹 の 下 。 ベ ルリ ン の 中 心 に 
1647 年 に 菩提 樹 を 植え た 通り と し て 作ら れ た 。 

115) シャ ー ロ ッ テ ン ブル ク 王宮 。 ベ ルリ ン 一 の 大 きい 王宮 。 
116) キャ ロ ル は 名 前 を 書き 入れ て いな い が 、 プ ロシア の フレ デリ ッ ク ・ ウ ィ リ ア 
ム 王 の 妃 の ルイ ー ザ ・ オ ー ガ スタ ・ ヴ ィ ル ヘル マ ・ アメリア Louisa Augusta 

Wilhelma Amelia( 1776-1810)。 こ の 像 は クリ スチ ャ ン ・ ダ ニ エ ル ・ ラ ウホ の 作 

( 注 91 参 照 )。 王 妃 ル イー ザ は 貧し い ラ ウホ の 才能 を 見 い だ し 、1804 年 に サン ドレ 
ッ キー 伯爵 の 援助 で ロー マ に 留学 させ た 。 こ の 大 理 石 像 は プロ シア で 広く 愛さ れ 


ポー プ が 英訳 し た 『 イ ! 
が ある 。 


アド 』VIII 


ある 有名 な 大 通り の 名 。 


た 王妃 が 亡くな っ た 翌年 1811 年 に 依頼 に よっ て 制作 し 、 こ れ に よっ て 受 を 認め ら 
れ ラ ウホ は 彫刻 家 と し て 有名 に な っ た 。 

117) the Jewish Synagogue. 

118) 律 法 の 巻物 と いう の は 律 法 の 書 を 書い た 巻物 で あろ う 。 律 法 の 書 は 旧約 聖書 
で 初め の 5 書 を 指す が 、 あ る い は 旧約 聖書 全体 の こと か 。 


「 文学 部 紀要 」 文教 大 学 文 学部 第 192 号 笠井 勝子 


く と 、 白 い 絹 の ショ ー ル を 球 繍 の ある 袋 か ら 申 


懸け て 両端 を 前 に 


H し て 、 そ れ を 首 の 後ろ か ら 
平行 に 下げ る ゆ 。 非 常に 変わ っ て いて 、 シ ョ ー ル の 上 
端 に は 金 の 刺繍 の よう に 見 える も の が 施さ れ て いて 、 


お そら くそ こ に 帯 旬 


が 入っ て いる の で あろ う 。 男 た ち は 時 々 前 に 出 て その 日 の 日 課 の 聖 名 を 朗 


読 し た 。 朗読 は 全 


部 ドイ ツ 語 で あっ た 。 し か し 美しい | 


こ 合 せ た へ ブラ イ 


語 ゆ の 詠唱 も た くさ ん あっ た 。 聖歌 の な か に は 非常 に 古い も の が あり 、 


お そら く ダ ビデ や の 時 代 に まで 遡る の で あろ う 。 ラ ビ め の 長 は 音楽 の 伴 


奏 も な く ひ と り で た くさ ん 詠唱 を し た 。 会衆 は 立っ た り 座 っ た り を 交互 に 


お こ な っ た 。 跳 く 


は 誰 も いな いよ うだ っ た 。 

午後 は ポツダム で 過ごし た 。 宮殿 と 庭園 
( ここ に 我 が 皇 太子 妃 が 人 
も あら どら 派 で あら た 。 そこ は ヲ レ デリ ッ グ 大 ョ 
机 、 布 地 の 部 分 が 王 の 飼い 犬 ゆ の 爪 で 拉 き むし られ て いる 椅子 な ど を 見 
た 。 王 の 墓 の ある 教会 に も 行っ た 。 簡素 な 墓 で 墓碑 名 も な い の は それ が 王 
の 遺志 で あっ た か ら だ 。 一 番 美しい の は ヨ 


の 町 で ある 。 ニュ ー パ レス 
E ん で お られ る ) は 、 ベ ルリ ン の シュ ロス より 
E の 数 々 の 部 屋 、 書 き 物 


E が 気に入っ て いた 宮殿 サン スー 


シ ゆ で ある 。 庭園 を ゆっ くり と 歩い た 、 昔 の 様式 に 則っ て デザ イン され 


て いる 。 真 っ 直ぐ 


に 続く 並木 は 複数 の 


心 を 持つ 放射 状 の 形 に 植え られ て 


いる 。 非常 に 美しい の が 階段 杖 に な っ た テラ スガ ー デ ン め ⑦ で 段々 に 上 へ 
高く な っ て いる 。 オ レン ジ の 木 @ が た くさ ん ある 。 ポツダム 全体 に や た 
ら と ある 美術 品 の 量 は 束 し い 。 宮 典 の 屋上 は 彫像 の 森 の 様相 を 星 し て いる 


と ころ も ある し 、 
ベル リン 建築 の 2 


彫刻 は 庭 


園 の 至る 所 に 台座 


全 


載せ て 置い て ある 。 そ こ で 、 
原則 と いう の が 私 に は 次 の 二 つ に な る と 思わ れる 。「 屋 


上 は どこ で も 都合 の よい 所 さえ あれ ば 、 男 の 像 を 立て る 。 片足 で 立っ て い 


る の を 置く の が 一 


き な 男 が 動物 を 殺 


と ころ ( 現在 時 制 が 好ま れ て いる ) が 多い 。 動物 に 』 


番 」 


良い 。 地 上 で 場所 が ある と ころ に は 胸像 を 台座 の 上 に 
円 形 に 配置 し 、 相 談 し て いる 風 に 顔 は みな 円 の 内 側 に 向 


ける 。 あ る い は 大 


し て いる と ころ 、 殺 そう と し て いる と ころ 、 殺 し 終っ た 


間 さ っ た 槍 先 は 多 


けれ ば 多い ほど よい 。 動物 と いっ て も 本 来 は 竜 で ある 。 但し 彫刻 家 の 腕 に 


ー 40 一 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 


前 半 


よっ て 竜 が 無理 な 場合 は 、、 ラ イオ ン か 豚 に し て も 差し 支え な いざ 。」 


この 動物 殺 狂 方 針 史 が どこ も か し こも 容赦 な く 単 


調 に 繰り かえ され て 


いて 、 そ の た め に ベル リン の 町 の な か は 化石 と な っ た 層 殺 場 の よう に 見 え 
る と ころ も ある 。 ポツダム へ の 遠出 は 全部 で 6 時 間 だ っ た 。 


119) these( white silk shawls) they put on square fashion 
120) 旧約 聖書 は へ ブラ イ 語 で 書か れ 、 新 訳 聖 書 は ギリ シャ 


リ シ テ 人 の 大 男 ゴ リア テ を 倒し た 。 
122) ユダ ヤ 教 の 指導 者 


ャ の 皇 太 子 妃 に な っ て いる ヴィ クト リア ・ ア デレ イド ・ メ 


と 結婚 。 彼 女 の 弟 で 英国 皇 太 子 の アル バー ト ・ エ ド ワ ー ド 


125) by the claws of his dogs. 犬 は 複数 いた 。 


リッ ク 2 世 の 離 宮 。 


パリ に ある オラ ンジ ェ リ 美術 館 も 元々 は オレ ンジ の 木 を 栽培 
129) present tense. 英文 法 で は 現在 時 制 と 過去 時 制 が ある 。 


7 月 21 日 ( 日 ) リド ゥ ウン は ド 一 ム ・ キ ル ヒ ェ 8 で の ドイ ツ 語 の 礼拝 に 行 


語 で 書か れ た 。 


121) 紀元 前 10 世紀 の イス ラ エ ル 王 国 2 代 目 の 王 。 羊 飼い の 少年 時 代 に ダビ デ は ペ 
ミケ ラン ジェ ロ の ダビ デ 像 が 有名 。 


123) The New Palace は 1763-1769 に 建て られ た 。 長 さ 220 メ ー ト ル の 3 階 建て で 室 
数 は 200 を 越え る 。 一 階 か ら 屋上 まで 外壁 に は 全部 で 428 の 大 き な 彫 刻 が 立っ て いる 。 
124) 原文 は our own Crown Princess で 、 こ れ は 、 ヴ ィ ク トリ ア 女 王 の 長女 で プロ シ 


アリ ・ ル イー ズ の こと 。 


1840 年 生ま れ 、1858 年 に 17 才 で プロ シャ の 皇 太 子 フ リー ドリ ッ ヒ ・ ヴ ィ ル ヘル ム 


は 1863 年 に デン マー ク 


の 王女 アレ グ ザ ンド ラ と 結婚 し 、 こ ちら は 英国 の 皇 太 子 妃 で ある 。 


126) Sans Souci は 「 柱 憂 の な い 」 と いう 意味 の フラ ンス 語 。 プ ロイ セン 王 フ レデ 


127) 英国 で は あま りみ か け な い が 、 ヨ ー ロ ッ パ に は ふつ うに 見 られ る 傾斜 地 に 作 
られ て いる 庭園 で 、 段 々 と 上 へ 高く な り 、 一 番 上 に 邸宅 が ある 。 
128) 地中海 地方 に 育つ オレ ンジ の 木 を ヨー ロッ パ の 貴族 た ち は 育 て て いた よう で 、 


培 し た 温室 で あっ た 。 
ここ で は 彫刻 に 現れ た 


動作 に 言語 表現 を か ら め た キャ ロ ル ら し い 記 述 。 三 つの 表現 、killing: about to kill 
having killed は 、 い ずれ も 時 制 を 表す 主 動詞 が な いか ら 時 制 と は 言え な い が 意味 の 
上 で は 動作 が 進行 中 か 、 こ れ か ら 動作 が 始ま る か 、 動 作 が 完了 し た か 、 の 3 つ を 区 


別して いる 。 


130) 竜 、dragon は 伝説 の 怪獣 で 絵画 や 彫刻 の テー マ に 取り 上 げ ら れる 。 ラ イオ ン 
は 、 百 獣 の 王 と 言わ れ て いる が 、 豚 で は 芸術 的 モデ ル と は 言い 難く 。 笑 い を 誘う 。 
131) 大 製 疲 な 表現 を し て いる 。 こ の 後 ペ テル ブル ク で 市 内 を 歩い た と き に 、 こ の 


ベル リン の 彫刻 の 特徴 を 想起 し て いる 。 7 月 28 日 参照 。 
132) DomrKirche. 主教 座 聖堂 。 大 聖堂 と も いい 、 主 教 の 


コ 


座 が ある 聖堂 で 、 各 教 


層 


の 中 央 会 堂 。 
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っ た 。 私 は 唯一 つ あ る 英国 国教 会 の 礼拝 ( 朝 の 礼拝 ) に 出 た を 。 そ れ は モン 
ビジ ョ ン 宮 殿 の な か の その 目的 の た め に 貸す 一 室 で お こ な わ れ た 。 リ 
ドゥ ン が タタ ベ の 礼拝 に 出 て いる 間 、 私 は 公園 の 中 を ぶら ぶら 散歩 し た 。 
人 々 は ベン チ や 美術 館 の 石段 に 三 々 五 々 座り 、 子 ども が 大 勢 遊 ん で いた 。 
か れ ら の 好き な 遊び は 輪 に な っ て 手 を つなぎ 、 輪 の 外 を 向い て 踊る こと 。 
踊り な が ら 可愛 い 歌 を 歌っ た 。 歌 の 言葉 は 私 に は 理解 で き な か っ た 。 一度 、 
子供 達 は 、 大 き な 犬 が 寝そべっ て いる の を 見 つけ て 、 す ぐに その 犬 の 回 り 
に 踊り の 輪 を 作っ た 。 そ し て 犬 に 歌 を 歌っ て や っ た 。 そ うす る た め に 子 ど 
も た ち は 輪 の 内 側 に 向い て いた 。 犬 は 今 ま で に みた こと が な いこ の 親切 に 
すっ か り 面 喰らっ て いた が 、 じ き に これ は 我慢 する ほど の も の で は な いと 
分 か っ て き て 、 と に か く 逃げ 出す こと に し た 。 私 と 同じ よう に ぶら ぶら し 
て いた ドイ ツ 人 の た い へ ん 感じ の よい 紳士 に 出会っ て 、 そ の 人 と 会話 の よ 
うな こと を し た 。 私 の 言う 不明 瞭 な こと ば の 意味 を よく 辛抱 し て 見 当 を つ 
け 、 お そら く は と て も ひど い 私 の ドイ ツ 語 の 文 、 と いう か それ が ドイ ツ 語 
と いう に 値する と し て の 話 な の だ が 、 そ れ に 助け を 出し て くれ た 。 と は 言 
っ て も 私 の 話し た ドイ ツ 語 は 私 が 聞い た 英語 と 同じ くら い に は 出来 て いた 。 
れ は 今朝 の 朝食 の と きのこ と で 、 准 製 の ハム を 頼ん だ の に 、 ウ ェ イ ター 
は 別 の も の を 持っ て きた 。 彼 は テー ブル の 向こう か ら 身 を 乗り 出し て 自信 の 
ある 低い 声 で 言っ た 、「 私 は 持っ て け ま さ 、 数 分 し た ら 冷 製 の ハム ざ を 9。」 

10 時 15 分 に ダン ティ ッ ヒ へ 向かっ た 。 そ こ に 到着 し た の は 翌朝 10 時 
で 、 道 中 は まあ まあ で あっ た 。 


7 月 22 日 ( 月 ) 着い て か ら 今日 一 日 は ド 一 ム ・ キ ル ヒ ェ を 見 て 、 こ この 素 
晴らし いと て も 人 興味 深い オー ルド ・ タ ウン ⑱@ を 見 て 回 っ た 。 通 り は 狭く 
が りく ね っ て いる 。 家 は 非常 に 高く 、 ほ と ん どど の 家 に も 天辺 に 奇妙 な 
飾り の 破風 が ある 。 変 わっ た 曲線 と ジグ ザ グ の 飾り を も つ 破 風 だ 。 ド 一 
ム ・ キ ル ヒ ェ エ は 非常 に よかっ た 。 教 会 の な か を 3 時 間 ほ ど 見 て 、 そ れ か ら 
蒼 の 上 に 上 っ て また 3 時 間 。 塔 の 高 さ は 328 フ ィ ー ト の で 、 上 か ら は オー 
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ルド ・ タ ウン と モル ダウ 河 型 、 ヴ ィ ス ワ 河 、 ま た バル ト 海 が 遠く 広がる 
景色 が 見 事 で あっ た 。 教 会 で は メ ム リン ク ⑳ め が 描い た 最後 の 審判 の 大 き 
な 絵 を 見 た 。 こ れ ま で に 見 た 最大 級 の 驚異 に 入る も の だ 。 何 百 と いう 人間 
が 描か れ て 、 そ の 一 つ 一 つの 顔 が た いて い ど れ も 小 さ な 和 肖像画 と いえ る く 
らい に 精密 に で き て いる 。 悪霊 を 描い て いる と ころ は 、 こ の 画家 が 想像 力 
に お いて 計り 知れ な い 力 を 発揮 で きる こと を 証し て いる 。 た だ あま り に 奇 
怪 す ぎ て 恐 さ が な い 。 教 会 に は 祭壇 と 祭壇 の 後ろ の 壁面 装飾 が た くさ ん あ 
る ( ここ は 現在 、 ル ター 派 の 教会 に な っ て いる )。 折 り 畳み 式 の 扉 が つい 
て いて 、 扉 の 外側 も 内側 も 彩色 模様 が 施さ れ 、 な か に は 極端 な まで に 着色 
し 金メッキ し た 十字 架 の 秦 を 表す 高 浮き 彫り が ある 。 そ の 一 つ で 、 主 が 十 
字 架 を 担っ て いる と ころ に 斬新 な 着想 が あっ た 。 柱 は ネジ で 地面 に 固定 し 
て あり 、 そ の ネジ は 十字架 の 一 番 高 い 先端 を 抜け て 突き 出し 、 ネ ジ に は ナ 
ッ ト が つい て いて 、 そ の ナッ ト を 一 匹 の 小 鬼 が 回 し て いる 、 こ の こと が 十 
字 架 を 担う 苦し み を さら に 大 きく させ て いる 。 内陣 の 天井 の 上 の 方 の 梁 に 


133) この 宮殿 は 英国 の ジョ ー ジ 1 世 の 王 女 ソ フィ ー・ ド ロ シ ー の 人 為 に 建て られ た 。 
プロ シャ 国王 フリ ー ド リッ ヒ ・ ウ ィ ル ヘル ム 4 世 は 1855 年 に 宮殿 の 北 の 門 楼 の 中 
の 一 部 屋 を 英国 国教 会 の 礼拝 の た め に 提供 し た 。 

134) ウェ イタ ー は 自信 を 持っ て こん な こと ば を 話し て いる 、T brings in minutes ze 
cold ham 
135) Danzig ドイ ツ 名 。 ポ ー ラ ンド の 町 で 、 ポ ー ラ ンド 名 は グダニスク 。( ヨー ロ 
ツ 0 た MREARUNS 人 MA ソ 連 が 崩壊 する こと に な っ た 一 つの 原因 
は グダニスク で の 造船 所 の スト だ っ た 。) 

136) 旧 市 街 の 意味 だ が 、 固 有名 詞 と し て 使わ れる 。 

137) 100 メ ー ト ル 。 

138) キャ ロ ル の 誤解 で あろ う 。The Moldau と ある が 、 モ ル ダ ウ 河 は 現在 の ドイ ツ 
と ポー ラン ド の 境 に ある エル ベ 河 の 上 流 で あり 、 ダ ン ツ イヒ か ら は エル ベ 河 も モ 
ル ダ ウ 河 も 見 えな い は ず で ある 。 ダ ン ツ ィ ヒ に は 、 モ トラ ヴァ 河 ( Motlawa) と い 
う 綺麗 な 河 が 流れ て いる の で 、 こ れ と の 勘違い で は な いか 。 ド イツ 語 訳 の 日 記 で 
は Motllau と し て ある 。 

139) Hans Memling( 14302? - 94). セイ ゲン シュ タッ ト 、 現 在 の ドイ ツ の フラ ンク 
フル ト に 生ま れ た 。 ロ ジャ ・ ヴ ァ ン ・ デ ル ・ ヴ ァ イ デ ン の 影響 を 強く 受け た 。 
1466 年 ブル ー ジ ュ に 移る 。 そ この 聖 ヨ ハネ 病院 に 飾る 宗教 画 を 多数 描い た 。 特 に 
肖像 画 に 優れ て 丁 社 に 生き 生き と 描い た 。 
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は 巨大 な 十字 架 が 立ち 、 周 り に は 実物 大 を 越え る 大 き さ の 、 泣 いて いる 女 
た ちの 像 が あっ た 。 聖 具 室 の 二 部 屋 に は 古い 祭 服 や 遺品 、 楽 器 な どの 立派 
な コレ クシ ョ ン が ある 。 シ ャ ジュ ビュ ル ゆ だ け 数 えて も 75 も あっ た 。 そ 
れ に ( 非常 に 珍し い ) 長 円 形 の ヴェ シカ も 二 つ 、 こ れ は 、 な か が 空洞 に な 
っ て いる 長 円 形 に 作っ た 針金 の 容器 で その 中 に は 聖母 マリ ア の 像 を 納め て 
いる 。 向かい合っ た 2 本 の 針金 ゆ は 魚 ( TX@Y>) ② を 表す と 考え られ て 
いる 。 以 前 は みな 内 陣 の 天井 か ら 鎖 で ぶら 下げ て あっ た も の だ 。 教 会 の 内 
部 は 全体 に 白 と 金色 で 、 天 井 は 非常 に 高く 、 立 派 な 高い 柱 が た くさ ん ある 。 
夕方 は ぶら ぶら と 歩い て 、 夕 暮れ 時 に 狭 
い 小 路 を 抜け て ホテ ル へ 戻っ て くる と き に 、 
ト 道のり 中 ほど で 銃剣 を 構え て 見 張り を し て い 
る 小柄 な 兵士 の 脇 を 通っ た 。 兵士 は こち ら 
を 恐い 顔 を し て 見 た が 別に 何 も せ ず に 通し て く れ た 。 
ホテ ル に 戻る と 、 緑 の 典 競 が 止ま り 木 に いた 。 そ れ に 向かっ て 「 プリ テ 
ィ ポ ー ル ⑨ ゆ 」 と 呼び か け て みた ら 、 頭 を 片方 に 傾げ て ちょ っ と 考え て い 
た が 、 何 も 言わ な か っ た 。 ウ ェ イ ター が や っ て き て 無言 の 理由 を 説明 し て 
くれ る こと に は 、「 エル シュ プリ ヒト ニ ヒ ト エン グリ ッシュ 、 エ 
少 。 ュ デ リヒ トド 三 ビ ドド イチ ュ 2 と 言う た 。 気の毒 に この 鳥 は 
メキ シコ 語 し か 話せ な いら し い ! リド ゥ ン も 私 も その 言語 は ひと 言 も 知 
ら な い の で 、 た だ 鳥 を 哀れ ん で や る ば か り だ っ た 。 


7 月 23 日 ( 火 ) ぶら ぶら 歩い て 、 写 真 を 買っ た 。11 時 39 分 発 で ケー ニッ 
ヒス ベル ク !⑮ に 向かっ た 。 駅 へ 行く 途中 に 、 こ れ ま で 見 た こと が な い 
「 裁判 官 半 下 」 の た いそ うな 権威 を 目撃 し た 。 小 さ な 男 の 子 が 一 人 、 治 安 
判事 の と ころ か ある い は 系 屋 へ 引い て 行か れる と ころ で 、( お そら く ス リ 
で も や っ た の だ ろう が ) 衰 れ な 子 を 引き 立て る の に 制服 の 兵士 が 二 人 、 一 
人 は 前 で 一 人 は 後ろ で 銃剣 を 構え て 、 無 諭 逃亡 し よう と する も の な らい つ 
で も 撃て る よう に と し っ か り と 構え て も の も の し く 行進 を し て いた 。 
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ダン ツィ イッ ヒ と ケー ニッ ヒス ベル ク の 間 の 風景 は まこ と に 退屈 で あっ た 。 
ダン ツィ ッ ヒ 近郊 で 通り が か り の 小屋 に は 屋根 の 上 に 巣 が あっ て 、 足 の 長 
い 大 き な 鳥 が 何 羽 か いた 。 稚 で は な いか と 思う が 、 ド イツ の 子ども の 
本 に は 鈴 は 屋上 に 巣 を 作る と 書い て あり 、 悪 い 子 を 握っ て いく の だ と 教え 
て いた 。 

夕方 7 時 頃 に ケー ニッ ヒス ベル ク に 到着 し 、 ド イチ ェ ス ・ ハ ウス ゆ ゆ に 
宿 を と っ た 。 

夜 10 時 半 。 通 りか ら キ ー キ ー と 音 が 聞こ えて きた の で 外 を 覗い て みた 
ら 、 巡 査 ( ある い は そう いう 類 い の 人 ) が 巡回 を し て いる と ころ で 、 道 の 
真ん中 を ゆっ くり と 行進 し 、 数 メー ト ル 進 む 毎 に 立ち 止ま っ て は 、 笛 を 日 
に 当て て 、 子 ども の 玩具 の ラッ パ と そっ くり 同じ 音 を 立て て いた 。 ダ ン ツ 
イッ ヒ で も 真夜 中 頃 に 同じ 音 が し て いた 。 そ の 時 は 外 を うろ つい て いる 子 
ども の 仕業 だ ろう と 思っ た 。 


7 月 22 日 ( 水 ) 一 人 で 出 歩 い て きた 。 リ ドゥ ン は 具合 が 悪く て 一 緒 に 行け 
な か っ た 。 見 学 し た な か で アル ト シュ タッ ト 教会 は 塔 の 天辺 へ 上 っ て 、 
そこ か ら 周 囲 を 広く 見 渡す こと が で き た 。 鍵 を 持っ て いる 寺 男 を 探し 出し 


140) 司祭 が ミサ 聖 祭 で 着用 する 袖 の な い 上 衣 。 chasuble_ MS で は 、chasybles 

141) 上 下 が 閉 じ た 向かい 合っ た 2 本 の 針金 を 魚の 形 と みて いる 。 

142) ギリ シャ 語 で 魚 。 ギ リ シ ャ 語 で 「 イエ ス ・ キ リス ト 、 神 の 子 、 救 い 主 」 と い 
う 旬 ( ロー マ 字 書き する と 、lesous Christos Theou Yios Soter) の 5 つの 語 の 頭 文 字 
を 並べ る と 、 人 魚の 意味 の ギリ シャ 語 ( ロー マ 字 書き で 、ichthys) の 単語 が 得 ら れる 
と ころ か ら 、 ロ ー マ 時 代 の キリ スト 教 迫 害 の 時 に 「 魚 」 の し る し を キリ スト ( 教 
徒 ) の 象徴 と し て 用 いた こと に 由来 する 。 

143) "Pretty Poll. Pol あ る い は poll parrot は 、 籠 に 飼っ た イン コ 、 オ ウム の こと 。 
144)「 彼 は 英語 を 話さ な い 、 彼 は ドイ ツ 語 を 話さ な い 。」 

145) 数 学 昌 上 、 有 名 な と ころ 。 キ ャ ロ ル は 数 学 を 専門 と し て いた 。 

146) 足 が 長 く 、 首 が 長い の で crane と 書い て いる 。 コ ウノ トリ ( stork) の こと で 
あろ う 。 

147) Deutsches Haus 直訳 は 「 ドイ ツ の 家 」。3 泊 する 。 

148) Aldstadt Kirche アル ト シュ タッ ト ・ キ ル ヒ ェ エ 。 
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て 塔 に 上 り 、 そ こ か ら 見 えて いる も の が 何 か を いろ いろ と 聞い て みる の は 、 
私 の か よわ い ド イツ 語 の 語 切 力 に は まこ と に 厳し い 要 求 - な っ た 。 町 の 中 
を 歩い て みた が 見 る べき と ころ は な か っ た 。 し か し 後に な っ て か ら 町 の 一 
番 古 い 一 角 を 見 過 し た こと が 分 か っ た 。 

夕方 は 、 リ ドゥ ン と ビュ ル ゼ 庭園 ゆ に 2 時 間 余り 座っ て いた 。 素敵 な 
音楽 を 聞き な が ら 、 こ この 人 た ち が 実 に 楽し そう に 過ごし て いる の を 見 て 
いた 。 年 暮 の 人 た ち は 小 さ な 卓 を 囲み ( 一 つ に 4 人 と か 6 人 で 座り )、 女 た 
ち は 手 仕事 を 持っ て き て いて 、 子 供 を た を たち は あたり を 4、5 人 が 一 緒 に な っ 
て 手 を つない で 歩き まわ っ て いる 。 ウ ェ イ ター は あちこち 回 っ て 注文 に 気 
を 配っ て いた 。 し か し 、 ア ルコ ー ル を 飲む こと は あま りな いよ うだ 。 ち ょ 
うど ロン ドン の 家庭 で 客 問 に いる よう な 雰囲気 が あり 、 な に も か も 落ち 着 
いて いて 礼儀 正しい 。 み な お 互い に 知り 合い どう し の よう で 、 ブ リュ ッ セ 
ル で 目 に し た 光景 史 より も ずっ と 和やか で 打ち 解け て 見 えた 。 

ドイ チェ ス ・ ハ ウス に 宿泊 し て 一 つ 特 別 な が こと が あっ た 。 そ れ は 、 部 屋 
か ら ベル を 何時 で も 何 回 で も 鳴ら せる 、 と いう こと 。 鳴り 響く ベル を 止め 
る 方 策 は まっ た く 取ら れ な い 。 鳴 らし た ベル に 応答 が ある の は 平均 5 分 か 
ら 10 分 か か り 、 そ し て 必要 な も の が くる まで に 1 から 34 時間 か か る 。 


7 月 25 日 ( 木 ) 一 日 歩き まわ っ た 。 し か し 書い て お く ほ どの こと は な い 。 

但し 一 つ だ け 気 が つい た こと を 挙げ ば れ ば 、 ド イツ 語 と 同じ こと を へ ブラ イ 
文字 で 書い て いる 店 が 何 軒 か あっ た 。 夕方 、 私 は 劇場 に 行っ た 。 い ろ ん な 
意味 で 割 と よかっ た 。 歌 と それ か ら 演技 の な か に は と て も よい も の が あっ 
た 。 受 居 は 「 紀元 1866 年 」 だ っ た が 、 と ころ どこ ろ で 少し こと ば が わか 
っ た 程度 で ある か ら 、 筋 は は ほとんど わか ら な い 。 登場 人 物 の な か に 「 イ ギ 
リス の 新聞 通信 員 」 と いう の が いた 。 こ の 変わ っ た 男 は 兵士 た ちの 野営 
( サド ヴァ の 前 に ) の 真 只 中 に 登場 し 、 全 体 に 白っぽい 服装 で 、 非 常に 
長い フロ ッ ク コ ー ト を 着 て 頭 の 後に 山高 帽 を 載せ て いて 、 ど ちら の 色 も お 
お よそ 白 で あっ た 。 こ の 男 は 最初 に 出 て きた と き に 、 挨 反 代 わり に 「 は よ 
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う 」 と 言っ た 史 が 、 そ の 後に 喋っ た の は 下手 な ドイ ツ 
士 た ちか ら は 嫌 な 奴 と 思わ れ て いて 、 結 局 彼 は ドラ ム 和 


ルイ ス ・ キ ャ 


の 終わ り と な っ た 。 
ケー ニ ヒ ス ベル ク で 一 番 売れ て いる は ず の も の ( 商店 の うち の 半分 が 置 


いて いる も の は ) 手袋 と 花火 で ある 。 そ れ な の に 手袋 を せ ず に 出 歩 い て い 


ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 


語ら し か っ た 。 兵 
の 中 に 落ち て 一 巻 


る 紳士 を た くさ ん 見 か けた W。 多 分 、 手 袋 は 花火 を する 時 に 手 を 保護 す 
る た め に 使わ れる だ け な の で あろ う 9。 


7 月 26 日 ( 


だ っ た 。 そ の 後 、12 時 54 分 の 列 
は 一 般 に ペテルブルク と 呼ぶ らし い ) へ 向かい 、 翌 日 


金 ) 午前 中 、 ド ー ム ・ キ ル ヒ ェ @ へ 行っ た 。 十 い 立 派 な 建物 
で サン クト ・ ペ テル ブル ク 9@( ある い 
の 午後 5 時 30 分 丁度 


に 到着 し た 、28 時 間 30 分 の 旅 で あっ た ! 運 悪く 、 我 々 の 乗っ た 車両 の 


に 寝 た e。 


ー の 木綿 の 


り 見 か け な 


ピ ョ ー ト ル 大 帝 が 建設 し 


155) 7 月 22 日 
156) St Petersburg. ロシア 北西 部 、 フ ィ ン ラ ンド 湾 の 奥 に 位置 する 都市 。1712 年 に 
E ス クワ か ら 居 都 、 西 欧 化 の 窓 と な っ た 。 帝 


149) Burse-Garten 
150) 7 月 13 日 
151) ボヘミア 北東 部 の 村 。 前 年 1866 年 
152) He said "mommg'. 
153) 当時 の イギリス の 紳士 は 外出 時 に は 手袋 を し て いた 。 キ ャ ロ ル は 夏 に は グレ 


手袋 を し た 。 


いた め に 、 こ の よう な 


夕方 に 行っ た を ブリュッ セル の 公園 の こと 。 


こ プ ロイ セン が 勝利 を お さめ た 


154) 店 先 で よく 目 に つい た の が 手袋 と 花火 で 、 し か も 手袋 を し て いる 


冗談 を 思い つい て いる 。 


に は 、 ダ ン ツ ィ ッ ヒ の ド 一 ム ・ キ ル ヒ ェ エ を 見 学 し て いる 。 


車 室 9 に は 4 人 が 横 に な れる スペ ー ス し か な く 、 リ ドゥ ン と 私 の 他 に 浅 
女 が 二 人 と 紳士 が 一 人 いた の で 、 厚 地 の 旅 行 負 と コー ト を 枕 に し て 私 は 床 


実に 贅沢 に 、 と は 言え な い が 具 合 よく 夜通し ぐっ すり と 眠る 


地 。 


紳士 を あま 


政 ロ シア の 


首都 ( 1712-1918) で 、 そ の 後 Perograd ( 1914-24), Leningrad( 1924.91), 現在 の 
サン クト ・ ペ テル ブル ク 、 と 名 前 が 変わ っ た 。 
157) 一 つの 車両 は 仕切 を し た コン パー トメ ント と よぶ 車 室 に 分 か れ そ 


に ドア が あ 
158) 同じ 旨 


る 。 


一 番 若かっ 


E 室 に 女性 が 2 人 と 男 司 


E が 3 人 いて 、 お そら く キ ャ ロ ル が 男 本 


た か ら 「 床 に 寝 た 」 の 


だ ろう 。 不満 を 言わ な いと ころ が 、* 


れ ぞ れ 入 日 


E3 人 の 中 で 


ー-o 
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こと は で きた 。 一 緒 に な っ た 紳士 は 英国 人 で 、 ペ テル ブル ク に 15 年 住ん 
で いて 、 パ リ と ロン ドン へ 行っ て 帰る 途中 で あっ た 。 彼 は た い へ ん 親切 に 
われ われ の 質問 に 答え て くれ て 、 ま た ペテルブルク を 見 物 す る た め に 役 立 
つこ と を 、 実 際 に こと ば を 発音 する な ど し て 、 い ろ い ろ 教 えて くれ た 。 た 
だ これ か ら 先 は ロシア 語 以外 の こと ば が 喋れ る 人 は 非常 に 少な い 、 と いう 
莉 い 見 通し を 話し て く れ た 。 
その 英国 の 紳士 は ロシア 語 の 非常 に 長い 単語 の 例 を 挙げ て 、 次 の よう な 
語 を 書い て くれ た 。 3AIILTIIAIOIILXC 名 英語 の 綴字 で は 
NSHee 寺 SRRS28E 半 さい 池 の B の 5 は 分 詞 の 複数 
所 有 格 形 で 、「 自ら を 守る 人 た ちの 」 と いう 意味 で ある 。 
この 紳士 は と て も 楽し い 旅 の 連れ に な り 、2 日 目 に は 私 と 3 回 チェ ス を 
や っ た !⑳。 た だ ここ に は 書い て お か な い 方 が よかっ た の だ が 勝負 は みん 
な 私 の 負け だ っ た 。 
ロシア の 国境 か ら ペテルブルク に か け て は 平坦 で 変化 が な い 。 た ま に 毛 
皮 の 帽子 と チュ ニッ ク に ベル ト と いう よく 見 る 格好 で ぼ つ ん と 農民 が 現れ 
た り 、 時 折 教 会 が 見 える 。 教会 の 屋根 は 
丸い ドーム で その 周囲 に 小さ い ド ー ム が 
四 つ あ り 天辺 は みな 緑色 を し て いて 、 全 
体 は 食卓 の 薬味 スタ ンド に よく 似 て いる 。 
昼食 の た め に 停車 し た 駅 で 、 一 人 の 男 
が ギタ ー を 弾い て いた 。 ギ ター の 一 番 先 
端 に は パン パイ プ 嘱 を 固定 し て 、 そ の 周り に は 鈴 が 複数 付い て いる 。 こ 
れ を みな 、 男 は 上 手 く あや つっ て 拍子 を と り 、 曲 を 弾い た 。 此 所 は 我々 が 
最初 に ロシア の スー プ II⑱( シュ チー と 発音 する ) を 味わっ た 所 で 、 結 
構 飲め る も の だ 。 た だ 、 な に か 酸っぱ ばい も の が 入っ て いて 、 そ れ は ロ 
シア 人 の 味覚 に は 欠か せな いも の な の だ ろう 。 到着 する 前 に 旅 の 道連れ に 
こち ら が 泊まる クレ ・ ホ テル の ロシア 語 の 発音 を 教え て も ら っ た 。 お 
そら く ロ シア 人 の 双 者 を 頼む こと に な る と 彼 は 考え て いた 。 駅 に 着い て み 


ロ 
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る と その 面倒 は まっ た く な く な っ た 。 出 迎え の 男 が ホテ ル ・ ド ウゥ ・ ル ン シ @ 
か ら 来 て いて 、 ド イツ 語 で 話し か け て くれ て 我々 を ホテ ル の 乗合 馬車 
に 乗せ る と 、 荷 物 を 受け 取っ て き て くれ た 。 デ ィ ナ ー の 後に は た いし て 出 
歩く 時 間 は な か っ た が 、 実 に 目新し く 驚く こと ば か り だ 。 通 り は た い へ ん 
に 広く ( 副 次 的 道路 で すら ロン ドン の 大 き な 道 路 よ り も 広い と 思わ れ 
る )、 歩 いて いる と ころ を 疾 駆 す る 小さ な ドゥ ウロ シキ は 人 を 昔 く こと を 何 
と も 思っ て いな いよ う で ある ( じき に 非常 に 気 を つけ て いな けれ ば いけ な 
いこ と が 分 か っ た 。 す ぐ 近 くに 来 て いて も 全く 警告 の 声 を 上 げ な い の だ )。 
店 は 飾り を つけ た 大 き な 看 板 を 出し 、 教 会 は 巨大 で 、 青 い ド ー ム に 金 の 星 
を ちり ば め て いる 。 土 地 の 人 の わけ の 分 
か ら な い お 喋 り に は 戸惑う ば か り 。 い ず 
れ も み な サン クト ・ ペ テル ブル ク を 初め 
て 歩い て みた と き の 和 驚き の 数 々 で ある 。 
途中 で 剤 を 見 つけ た 。 綺麗 に 飾っ て 、 内 


159) 読み は 、 ザ シ チ シ チャ ユ シ チ フシ ャ ー。 

160) キャ ロ ル は チェ ス の ゲー ム が 好き で 、 乗 物 の 振動 で 倒れ な い 工 夫 を し た チェ 
ス 盤 を 作ら せ た も の を 軸 に 入れ て 旅行 中 も 持ち 歩い た 。 

161) 家族 や 友人 と チェ ス を や っ て も キャ ロ ル は あま り 負け る こと が な か っ た の で 
あろ う 。 読み手 の 笑い を 誘う こと を 意図 し た 記述 か ら 、 こ の 旅行 日 記 が 他 の 日 記 
と は 異な る こと が わか る 。 
162) Pan. 山羊 の 角 、 耳 、 足 を 持つ 森林 、 牧 人 、 家 畜 の 神 。 ギ リ シ ャ 神話 に 出 て く 
る 。 音 楽 好き で 笛 を 吹く 。 笛 は 少し づつ 長 さ の 異な る 短い 管 数 本 を 長 さ の 順に 並 
べ て ひと 組 と し た も の 。 

163) 実際 の ロシア 語 の 綴り は 、 軸 TI。 

164) drinkable. 通常 スー プ に は eat を 用 いて いる 。 

165) GostHnritsa Klee. ゴ シ チ ニ ツァ ・ クレ 。 

166) 5 日 間 滞 在 する 。 

167) Ommibus. 最初 に 走っ た の は 19 世 紀 の 初 めこ に パリ で 。 こ の 乗合 馬車 が 町 を 走 
っ て いた 時 代 は 当然 な が ら 馬力 提供 者 の 排 港 物 が 路上 に 溢れ て 、 婦 人 が 馬車 を 降 
り て 道路 を 渡る と き は 、 路 端 で 待ち か まえ て いる 小僧 に 小銭 を 渡す と 和 敬 で 掃 い て 
通る 道 を 作っ て く れ た 。 

168) 主要 道路 どこ ろか ペテルブルク で は 二 次 的 道路 で すら ロン ドン の 大 通り と は 
比べ 物 に な ら ず 大 きい 、 と 驚い て いる 。 
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も 外 も 金メッキ し て 中 に は 十字 架 と 絵 か な ど が あっ た 。 通 り が か り の 貧し い 
人 々 の ほとん ど み な が 頭 の か ぶり 物 を 取っ て 、 そ の 玉 に 頭 を 下げ 、 幾 度 も 
胸 に 十字 を 切っ た 。 混雑 し た 群集 の な か で や っ て いる の は 奇妙 な 光景 で 

る 。 


7 月 28 日 ( 日 ) 朝 、 大 アイ ザッ ク 教 会 へ 行っ た が 、 礼 拝 は スラ ヴ 語 W で 

私 に は 理解 する こと は と う て い 無理 だ っ た 。 聖歌 に は 楽器 の 伴奏 は な か っ 
た が 、 人 の 声 だ け で 見 事 な 効 果 を 出し て いた 。 教会 の 建物 は 四角 で 非常 に 
大 きく 、 そ こ か ら 四 つ に 等 し く 分 か れ 出 て 、 内 陣 、 身 廊 、 そ し て 2 つの 糞 
廊 に な っ て いる 。 真ん中 の 天井 は 大 き な ド 一 ム で (ドーム の 外部 は 金 メ ッ 
キ が し て ある )、 窓 が 非常 に 少な いた め に 幅 敵 の 明か り が な か っ た ら 内 部 
は ほとん ど 真 っ 暗 に な っ た だ ろう 。 昌 糖 は 教会 内 部 の 壁 に ずら り と 掛か っ 
て いる 聖 画像 の 前 に た た くさ ん 燃え て いた 。 聖 画像 に は いずれ も 大 き な 幅 燃 
が 二 つ づ つ 供 えら れ て 、 傍 に ある 沢山 の 虹 炉 立て に 、 小 さい 幅 交 を 供え る 
こと が で きる 。 聖 画像 の 前 に 祈り に くる 人 々 は ひと り ひ と り が 小さ な 峠 燃 
を 1 本 づつ 持っ て き て 、 火 を つけ て 立て て 行く 。 会 衆 が 礼拝 を する の は 、 
お 辞 儀 を し て 胸 に 十字 を 切り ゆ 、 そ れ か ら 時 々 跳 い て 額 を 床 に 付け る と き 
で ある 。 こ れ は 個人 個人 の 祈り を し な が ら や っ て いる の だ ろう と 思う だ ろ 
う が 、 い つも そう と は 限ら な い 。 非 常に 小さ い 子 ども た ち が 同 じ よ うに し 
て いる の を 見 た が 、 表 情 の な い 顔 か ら は や っ て いる こと に 何 か 意 味 を こめ 
て いる と は 見 えな か っ た 。 ひ と り 小 さ な 男 の 子 の 場合 に は ( その 子 を 午後 
に カザン 寺院 ゆで も 見 た が ) 母親 は 路 づ か せ て 額 を 床 に 付け させ て いた 
が 、 ま だ と う て い 三 つ に も な っ て いな い 幼 い 子 で あっ た 。 人 々 は みな お 辞 
儀 を し て 十字 を 切る こと を 聖 画 像 の 前 で も や っ て いた 。 そ れ ど ころ か 、 外 
に 出 て ( 説教 が 始ま っ た 時 に 私 は 外 に 出 て ) リド ゥ ン を 待っ て いた 間 に 気 
が つい た の だ が 、 多 く の 人 は 教会 の 入り 口 を 通り 過ぎ る 時 に 、 た と え そ れ 
が 非常 に 巾 の 広い 道路 の 向こう 側 か ら で さ え 、 同 じ よ うに 十字 を 切っ て い 
た 。 細 い 歩 道 が 教会 の 入り 口 か ら 真直 ぐに 道路 を 横切っ て つい て いる の で 、 
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馬車 に 乗っ て いる 者 も 歩い て いる 者 も ちょ うど 教会 の 入り 口 の 向かい に 来 
た 時 に は 、 そ れ と 分 か る よう に な っ て いる 。 

と ころ で 十字 を 切る と いう の も は っ きり そう し て いる と は 言い 難い 。 と 
いう の は 、 そ の 動作 ゆ は 、 右 の 人 差 指 で ゆ 額 、 胸 、 右 肩 、 そ し て 左肩 に 
触り 、 そ れ か ら 低 く お 辞 儀 を する 、 こ れ を ふつ う 3 回 や る 。 そし て 4 回 目 
は 最後 の お 辞 儀 が な い 。 

司 式 の 司祭 の 服 は と て も 立派 で 、 行 列 と 香 の 匂 いか ら ブ リュ ッ セ ル の ロ 
ー マ カ トリ ッ ク 教 会 を 思い 出し た 。 し か し こう し た 豪華 な 礼拝 を 見 れ ば 見 
る ほど 、 イ ギリ ス の 教会 は 飾り の 少な い 、 素 朴 な ( それ で いて 私 の 胸 に は 
いっ そう 本 物 の ) 礼拝 で ある こと が 分 か る 。 

それ と 知っ た の が 遅 す ぎ た が 、 此 処 の 英語 の 礼拝 は 午前 だ な け な の で 、 午 
後 は この 稀 き の 都市 を あちら こち ら と 歩い て みた 。 こ れ ま で 見 た こと の あ 
る 都市 と は まる で 違っ て いる の で 、 幾 日 で も た だ 歩き 回 っ て 見 る だ け で 他 
に 何 も し な く て も 満足 で きそう だ 。 リ ドッ ゥ ン と 一 緒 に ネフ スキ ー 大 通り ゆ 
を 端 か ら 端 ま で 歩い た 。 長 さ は お よそ 3 マイ ル ' ぷ や あっ た 。 た くさ ん の 立 
派 な 建物 が 道路 沿い に ずっ と 立ち 並び 、 こ れ は 世界 で も っ と も 見 事 な 通り 
に 入る の に ちがい な い 。 通り が 終る 所 が ( お そら く ) 世界 で 最大 の 四角 い 
広場 、 ア ドミ ラル ティ "9 広場 IIJIOIIAIb'⑦ で ある 。 広 場 の 長 さ は お よ 
そ 1 マイ ル " ゆ あり 、 片 側 の ほぼ 全長 が 海軍 省 の 正面 に なかっ て いる 。 


169) この 土地 の スラ ヴ 人 が 話し て いる 言語 の 意味 で スラ ヴ 語 と 言っ て いる 。 
170) 誓い 、 祈 りな どの と き に 額 あ る い は 胸 な どの 上 で 、 ま た 祝福 の と き に の 
字 の 印 を する 。 
171) カザン 寺院 は 1801 年 に ロー マ の サン ・ ピ エト ロ 寺 院 を 模 し て 造ら れ た 。 
172) ロー マカ トリ ッ ク は 、 人 額 、 胸 、 左 肩 、 右 肩 の 順序 。 
173) 昔 ロ シア 教会 で は 二 本 の 指 で お こ な っ て いた 。 ニ コン が 総 主 教 と な っ て ギリ 
シャ 正教 の や り 方 に 戻し て 3 本 の 指 で 行う こと と し て いた 。 

174) The Nevski. The Nevski Prospect と 呼ば れる 非常 に 大 きい 道路 。 
175) 約 5 キ ロ 。 
176) 海軍 本 部 ある い は 海軍 省 の 意味 。 

177) プロ ー シ チ ャ チ 。 ロ シア 語 で 「 広場 」 の 意味 。 
178) 約 1.6 キ ロ 。 


こ 十 
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ピ ョ ー ト ル 大 帝 の 乗馬 姿 の 像 ゆ " が 海軍 省 の 近く に ある 。 像 の 下 は 台座 
で は な く 岩盤 の まま で 、 馬 は 後 足 で 立ち 、 蛇 が 一 匹 そ の 両足 に 巻き 付 
いて いる 。 そ の 蛇 を 馬 は 踏み 付け て いる の だ と 思う 。 も し これ が ベル リン 
に 建て られ て いた ら ピ ョ ー ト ル 大 帝 は 疑い も な く 怪物 を 殺し に か か っ て い 
る と ころ だ 。 し か し 此処 で は そん な も の に は 見 向き も し な い 。 こ こ で は 動 
物 殺 狐 主 義 @9 は 見 か け な い 。 巨 大 な ライ オン の 像 が 二 つ あ っ た 。 痛々 し 
い ほ ど に 穏やか で 、 そ れ ぞ れ 大 き な 玉 を ころ が す 姿 は まる で 子猫 の よう で 
ある 。 

ター ブル ドッ ト で お いし い デ ィ ナ ー を と っ た 。 始 め は II が 出 た 。 こ 
の 料理 本 来 の 味 は 心配 し た ほど 酢 っ ぱい も の で は な いこ と が わか っ て 、 安 
心 し た 。 


H 29 日 ( 月 ) 今日 は 先ず ペテルブルク の 地図 、 そ れ か ら 小さ な 辞書 と 単 

語 集 を 買っ た 。 後 者 は 必ず 役に立つ に ちがい な い 。 昼間 は ( 訪問 先 を 回 り 

その ほとん ど が 不在 だ っ た ) ドウ ロ シ キ を 四 回 使っ た 。 そ の うち 二 回 は ホ 

テル か ら 呼ん だ の で 玄関 の ポー ター が 双 者 と 交渉 を し て くれ た が 、 あ と の 

二 回 は こち ら が 交渉 を し な けれ ば な ら な か っ た 。 参考 まで に 初歩 的 会 話 の 

見 本 を 挙げ て お こう 。 

私 ゴ シ チ ニ ツ ァ ・ ク レ @( クレ ・ ホ テル )。 

又 者 ( 早口 で 話す こと ば か ら 分 か っ た 単語 は ) トウ リ グロ ッ シ ェ ン 9。 

( 3 グロ ッ シ ェ ン 、 つ まり 30 コ ペク ス 5)。 

私 ドウ ウデ アチャ ツチ 中 ペイ キ 7 - し (20 ヨロ パクス 92) 

又 者 ( 腹 を 立て て ) トゥ ウリ チャ ッ チ WW! ( 30)。 

私 断固 と ) ドウ ヴ ア チャ ッ チ WW。 

取 者 - 容 め る 調 学 で 9 ドリ アチャ ツチ 、 ピ ャ ー チ (し 257 )。 

私 言う べき こと は 言っ た と いう 風 に 、 そ し て も うこ の 話 は 止め に し 
うと ) ドゥ ヴァ チャ ッ チ 。( ここ で 私 は リド ゥ ン の 腕 を と り 、 一 

き 出 す 、 駄 者 の 叫ぶ 声 な ど 無 視 し て 。 数 メー ト ル 歩 いた と こ 


| 


上 


私 
双 者 


0 
ン で 演 


ディ 
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ろ で 、 ド ゥ ロ シ キ が 後ろ か ら だ ら だ ら と つい て くる の が 聞こ えた 。 
双 者 は 横 に 並び な が ら 、 声 を 掛け て くる 。) 

( 難し い 顔 で ) ドウ ゥ ヴァ アチャ ッ チ ? 

( 嬉し そう に 笑顔 に な っ て ) ダー! ダー! 9、 ド ウゥ ヴァ チャ ッ 
チ ! ( ここ で われ われ は 乗り 込む )。 

た や り と り は 一 度 だ け な ら ある 意味 で お も し ろ い けれ ども 、 ロ ンド 
馬車 を 選 う 度 に こう な る と いさ さか 炉 わ し く な っ て し まう 末 。 

ナー の あと は 市 に 行っ て みた 。 大 き な 街 区 に 建物 が 並び 、 そ れ を 囲 


ん で 小さ な 店 が 柱 廊 の 下 に ある 。 40 か 50 店 が 続い て いて 、 手 袋 、 替 え 補 


な ど を 


商 っ て いる 。 こ こ で は 何 十 軒 と いう 店 が 聖 画像 だ け を 売っ て いた 。 


の 場合 は 


192) D 


179) ピョートル 1 世 の 即 位 100 年 記念 と し て 1782 年 に 除幕 。 エ カテ リー ナ 2 
フラ ンス か ら 彫 刻 家 ファ ルコ ネ を 招い て 制作 させ た 高 さ 12 メ ー ト ル の 青銅 の 
像 。 制 作 に 10 
180) この 台座 の た め に 、 フ ィ ン ラ ンド か ら 重 量 300 万 トン の 巨大 な 花岡 岩 を 運ば 
せ た と いう 。 

181) ベル リン の 町 の 彫刻 に つい て の 感想 は 7 月 20 日 を 参照 。 

182) 実際 の ロシア 語 の 綴り は 、 四 シュ チー。 


が 


小計 


Re 


E 以 上 か か っ た と いう 。 


183) Gostnritsa Klee ク レ ・ ホ テル 。 キ ャ ロ ル は Gostsnitsa Klee と 綴っ て いる 。 
184) Tm groshen 
185) 30 コ ペク ス は 、 現 在 の 日 本 円 に し て 326.25 円 。 
186) Dvatzat 

187) Kopecks. この 貨幣 単位 は ロシア 語 で 、 単 数 が コ ペ イ カ 、 複 数 は コ ペ イ キ 、 こ 


コ ペ イ ヤク と いう 。 


188) 20 コ ペク ス は 、 現 在 の 200 円 ほど 。 

189) Trmtzat 

190) Dvatzat 

191) Dvatzat pait こ れ は キャ ロ ル の 綴り 字 で 、 ロ シア 語 は piat。 
al Dal へ い へ い 。 


193) 当時 の 通貨 は 、 


1 ルー ブル 銀貨 = 100 カ ペイ キー ニ =3 シ リン グ 1 ペニー。 1 ルーブル 紙幣 = 2 シリ ン 


グ 5 ペン ス 。1 英 ポン ド = 約 8.27 ル ー ブ ル 紙幣 = 約 649 ル ー ブ ル 銀貨 。1 英 ポン ド 
( 1867 年 当時 ) は 46.06 ポ ンド ( 2004 年 の 換算 で )。 1867 年 当時 の 1 ポン ド は 現在 の 


約 9000 
450 円 。 


Jo 


円 ( 俸給 と 不動 産 に つい て は 算定 基準 に 含ま な い )。 当 時 の 1 シリ ング は 約 
当時 の 1 ルー ブル 紙幣 は 現在 の 1087.5 円 。 当 時 の 1 ルー ブル 銀貨 は 1387.5 
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小さ い 不 器用 な 1 イン チ か 2 イン チ "9 程度 の 絵 か ら 、1 フ ィ ー ト @ か それ 
以上 の 大 き さ で 精巧 な も の まで あっ て 、 顔 と 手 以外 は すべ て 金 で ある 。 買 
お うと し て も な か な か 簡単 で は な い だ ろ う 、 こ の 辺り の 商店 主 は ロシア 語 
し か 話さ な いと 聞い て いた か ら 。 


7 月 30 日 ( 火 ) ずい ぶん た くさ ん 歩い た 。 お そら く 15, 6 マイ ル ゆ % は 歩い 
た と 思う 。 こ この 距離 と いう の は た い へ ん な も の だ 。 ま る で 巨人 の 都市 を 
歩き 回 っ つて いる みた い だ 。 有 要塞 史 の 中 に ある 大 聖堂 教会 へ 行っ た 。 金 
と 宝石 、 そ れ に 大 理 石 を 使っ た 壮大 な 造り で ある 。 美しい 、 と いう より も 
豪勢 と いう の が 当て は まる 。 案 内 人 は ロシア の 兵士 で ( 大 概 の 公務 は 兵士 
が や っ て いる よう だ ) 彼 の 解説 は 母国 語 な の で 、 な ん ら 説 明 の 役 に は 立た 
な い 。 ピ ョ ー ト ルル 大帝 以後 の 皇帝 の 墓 W は ( 一 つ だ け を 例外 %% と し て ) 
みな 此処 に ある 。 墓 は みな まっ た く 同じ 白い 大 理 石造 り で 、 角 に は みな 金 
の 飾り が つい て 、 最 上 部 に 大 きい 金 の 十字 架 が 寝 せ て ある 。 ま た 、 金 の 銘 
版 の 上 に こと ば が きざん で ある 。 そ の 他 の 飾り は な い 。 

教会 内 部 の 周り に は 聖 画像 が 掛か っ て いた 。 そ の 前 に は 農 煽 が 燃え て 、 
鶴 銭 を 受け る 箱 が お いて ある 。 一 人 の 貧し い 女 が 聖 ペ テロ の 絵 の と ころ へ 
行く の を 私 は 見 て いた 。 病気 の 赤ん坊 を 腕 に 抱え て 、 女 は 先ず 硬貨 を 1 枚 、 
番 を し て いる 兵士 に 渡し た 。 兵 士 は それ を 女 の た め に 箱 に 入れ て や っ た 。 
女 は それ か ら 長い こと お 辞 儀 を し た り 、 十 字 を 切っ た り を 繰り 返し 、 そ の 
間 中 哀れ な 幼児 に 向かっ て あや す よ うに 声 を か け て いた 。 や つれ て 慌 蛋 し 
た 女 の 顔 か ら は 、 今 自分 が し て いる こと が 聖 ペ テロ の 気持 を 容 の て 子ども 
を 救っ て も ら え る も の と 信じ て いる 様子 が 読み 取れ た 。 

要塞 か ら ヴ ァ シ ー リ ・ オ スト ロフ %0( ヴァ ジル 島 ) に 渡り 、 そ こ を ずい 
ぶん と 歩い た 。 店 の 名 前 な ど は ここ で は も う すっ か り ロ シア 語 で ある 。 そ 
の 結果 、 パ ン と 水 を 通り が か り の 小さ な 店 で 求め る た め に 、 私 は 二 つ の 単 
語 を 語 腎 集 の 中 か ら 探し 出し た 。 フ レー ブ %% と ヴァ ダー%9) で 、 取 引 に は 
これ で 充分 で あっ た 。 
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夜 、 ホ テル の 部 屋 に 
っ た 。 そ れ に 輪 を 掛け て 見 事 
が くる は ず で あっ た ) が 鳴ら 
で 下 へ 降り て 行か ざる を えな 
担当 で あっ た 。 そ の 男 に 私 は 
し か けた 。 と ころ が 、 全 然 通 
け 。 仕方 な く ( 急 居 、 
その ロシア 語 と いう の が 極端 に 
べ て 省略 し た 。 


琶 臣 


ロロ 集 


レン 


に 


7 月 81 
明日 ペテロ ゴ フ %" へ 来 て ( 
それ か ら 一 緒 に 自分 と 食事 を 


ミタ ー ジ ュ % 美術 館 ( 冬 宮 に 


194) 1 イン チ は 254 セ ンチ 。 
195) 1foot 足 の 歩 


員 に 


( 水 ) 旅 の 連れ で あっ た アレ グ ザ ンダ ー・ 


ロ ル の 


ロシア 旅行 


日 記 前 半 


な こと に 、 呼 び 鈴 


戻っ て か ら 朝 の た め の 水 も タオ ル も な いこ と が 分 か 
に 応え て ドイ ツ 人 の 下僕 


な い 。 こ の めで た い 非 常 
く な っ た 。 下僕 


事態 に 遭遇 し 、 
は 見 つか っ た 。 幸い 私 の 階 の 
期待 を こめ て ドイ ツ 語 の つも り の こと ば で 話 


分 


じ な い 。 相 手 は た だ 、 


を 引い て ) こち ら の 頼み を ロシア 語 


単純 化し た 語形 で 、 そ し て 


彼 の と ころ の 従業 
する よう に 、 


| 来 す る 長 さ の 単位 。30.48 セ ンチ 。 


196) お よそ 24 キロ か ら 26 キ ロ 
197) ビ ョ ー ト ル 大 帝 が スウ ェ 
ブロ フス ク 要 塞 。 ネ バ 川 河 
198) 要塞 の 中 央 に ある ペトロ パ 
199) ロマ ノ フ 王朝 の ピ ョ ー 


o 


ー デ ン 軍 か ら ロ シア を 守る た め に 建設 
の 小さ な 島 


に あり 、 
ブロ フス ク 寺院 。 


厚い 壁 に 


較 


ル 1 世 ( 在 位 1682-1725) か ら ア レグ ザン ドル 31 


( 在 位 1881-1894) まで 約 200 年 間 の 皇帝 、 


200) ビ ピョートル 2 世 が 例外 。 


皇 妃 が 葬 ら れ て いる 。 


201) Wassili Ostorov. ヴァ シー リ エフ スキ ィ 


島 。 オ スト ロフ は 


本 7 


頭 を 強く 横 に 振っ た だ 


告 げた 。 
基本 語 以外 は す 


ミュ ア 氏 が 訪ね て きた 。 
ほ き の 案 内 で ) 見 物 を し て 、 
と 招待 し て く れ た 。 今日 
に ある 絵画 な どの 収集 ) と 、 


は エル 
デレ ツク ンド 


し た ペトロ パ 


まれ て いる 。 


叶 


島 と いう 意味 。 


202) khlaib. 

203) vadah. 

204) ペ テ ル ゴ フ 、Peterghof. キャ ロ ル は -g- を 入れ ず に Peterhof と 書い て いる 。 
1944 年 まで の 旧称 、 現 在 の ペトロ ド ヴォ レツ 。 サ ンク ト ペテルブルク の 西 、 フ ィ 

ン ラ ンド 江 の 南岸 に ある 市 。 大 宮殿 が ある 。 

205) Hermitage に は 隠者 の 隠れ 家 の 意味 が ある 。 女 帝 エ カテ リ ー ナ 2 世 の 私 的 な 楽 
し み の 葛 集 か ら 始ま っ た 。 現 在 で は 世界 で 有数 の 美術 館 。 
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ル ・ ネ フス キー%9 修道 院 % を 見 学 に いっ た 。 

エル ミ タージュ 美術 館 で は 、 も と も と 絵画 に 絞っ て じっくり と 見 る つも 
り で いた の だ が 、 案 内 人 の 手 に か か っ て 彫刻 その 他 が ある 室 へ 連れ て いか 
れ た 。 絵画 展示 室 の 方 へ 上 が っ て いき た いと いう こち ら の 意向 は まっ た く 
無視 し て 、 自 分 の 担当 する 部 門 に どう し て も と 連れ て 行く と 、 そ こ で 謝礼 
を と っ た 。 と は いえ 、 見 事 な 古代 美術 の 収集 品 で 、 計 り 知れ な い 価 を 払っ 
て 集め られ た も の で ある 。 

絵画 に つい て は 一 部 を 急い で 見 た だ け だ っ た が 、 彫 刻 と 同様 に 極め て 貴 
重 な 収 集 品 が あっ た 。 大 き な 展 示 の 一 室 は 、 ほ と ん ど ム リリ ョ 2% だ け を 集 
め て いて 、 非 常に 美しい 「 聖母 の 被 昇天 人 Q」 と いう 絵 と 、「 ヤコブ の 夢 29」 
と いう 絵 が あっ た ( 問 、 ド イリ ・ ア ンド ・ マ ー ト 0 の と ころ で 彫っ た も 
の か ? )。 他 に ティ シア ン 2 だ け を た くさ ん 集め た 室 が あっ た 。 こ れ ら の 
絵画 全部 、 い や 半分 も 見 る 時 間 が な いま ま 、 オ ラン ダ 派 の 絵画 3? が ある 
と ころ へ ポー ル ・ ポ ター29 の 大 作 と いう の を 見 に いっ た 。 こ の 絵 に つい 
て は マレ ー29 が 、「 た い へ ん な 技巧 と ユー モア を も っ て 描い て ある 、 分 割 
し た 部 分 部 分 に 猟 の 上 獣 、 ラ イオ ン 、 猪 な どの いろ いろ な 狩り の 場面 を 描い 
て 、 最後 に は 動物 が 全部 一 緒 に な っ て 、 狩人 と 猟犬 裁判 に か け 処 刑 す る 」、 
と 解説 し て いた 。 

よく 覚え て いる の は ラフ ァ エ ル 2@ の 描い た 円 形 の 「 聖家族 2⑳」 で 、 こ 

の うえ も な く 素晴らしい 絵 で ある 。 

冬 宮殿 か ら 修道 院 ま で ドゥ ウロ シキ で いっ た 。 こ こ で は 教会 が 見 られ た だ 
け だ っ た 。 教 会 の な か に は 数 々 の 議 が あり 金 、 銀 、 宝 石 で 賛 を 尽く し て 人 和 
ら れ て いた 。 夕 拝 まで 残っ て いた が 、 礼 振 は だ いた い ア イザ ッ ク 教 会 9 
の 場合 と 同じ で 、 た だ ここ は 参列 者 が ひじ ょ うに 少な か っ た 。 


206) ノブ ゴロ ド 公 プ レグ ザン ドル ・ ネ フス キー は 13 世紀 の ロシア の 英雄 。 死後 、 
ロシア 正教 で 聖者 に 叙 さ れ た 。 ペ テル ブル ク に は その 名 前 を つけ た 大 通り 、 修 道 
院 が ある 。 
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207) ここ の 墓地 に は 、 ド スト エフ スキ ー、 チ ャ イコ フス キー、 ム ソル グ ス キ ー、 
ゴー ゴリ ー ら 著名 な 芸術 家 の 墓 が ある 。 

208) 宗教 画 、 肖 像 画 で 有名 な 17 世 紀 の ス ペイ ン の 画家 。 英 国 の レノ ルズ や コン ス 

タブ ル に 影響 を 与え た と 言わ れる 。 
209) 白い 衣 を つけ た 少女 の よう な マリ ア が 目 を 天 に 向け て 金色 の 雲 の な か に 立ち 、 
幼い 天使 が 多数 彼女 を 押し 上げ て いる よう に 周囲 に 描か れ て いる 。 

210) 旧約 聖書 の 話 で 、 石 を 枕 に 寝 て いる 旅人 の ヤコブ が 夢 を 見 て いる 。 夢 に 現れ 
た 木 の 本 子 が ヤコブ の 傍 に 立ち 、 そ の 桶 子 を 数 人 の 少女 の よう な 姿 の 天使 が 上 っ 

て いく と ころ を 描い た 。 

211) D'Oyly & Mart ドイ リー は 、 イ ギリ ス で 絵画 の リト グラ フ 、 エ ッ チ ング を 作 
成 し た 人 と し て ダニ エル ズ と 共に ドイ リ の 名 前 が 挙げ られ て いる 。 in D'Oyly & 

Mart で 、 共 同 経営 の 店 名 か 。 
212) ティ ツィ アー ノ 。 イ タリ ア の ヴェ ネツ ィ ア 派 の 画家 ( 1490-1576). 

213) 17 世 紀 1600-1670 に オラ ンダ が スペ イン の 支配 か ら 独立 し た 時 代 の 画風 。 風 
景 画 や 庶民 の 生活 を 描い た 。 
214) Paul Potter( 1625 - 54). 風景 画 、 動 物 画 を 描い た 。 

215) John Muray の 万 Zzz2poo 記 7 77ve//ers 7 Rss Po の 2 の 7 の . 1865 年 版 
に は 、 次 の よう な 説明 が ある 。 Paul Potter- 1052 the Humters Life. this will be foumd 
ore of the most amusing nictures in the gallery: in 12 compartments it represents different 
Sporting subjects, and in 2 others the ultmate revenge of the amimals on the cruelty of mam: 
ー 以 下 、12 の 場面 の 主題 が 続い て 、 次 に 裁判 の 場面 に つい て 、 マ レー は 次 の よう に 
書い て いる 。 The upper center Compartment shows the huntercaught and brought to 
Judgment before the lion who presides, surrounded by his counselors: the fox actng as 


clerk. The bear performs the office of head constable, and a wolf on each side of the 


humtsman keep him in safe custody. A bear and a boar are bringing up two braces of 
hounds, the accomplices of man, while the stag stands proudly waitmg to give evidence. 
The sentence of death is carried out in the lower division, where the humter is beimg roasted 
over a fire and basted by a boar and a goat while 2 bears turm the spit Amonkey and an 
elephant are bringing up faggots: the wolf and the fox meanwhile hanging two of the 
accomplces. A monkey on the top of the gallows acts as assistant executioner. The joy of 
the amimals at their deliverance is wonderfully portrayed: the goat is cutHng capers, and the 
wolf rolling on the ground with laughter and delight. エ ルミ ター ジュ 美術 館 に は ポー 
ル ・ ポ ター の 作品 が 全部 で 9 点 あ る 、 と 書い て ある 。 

216) Raphaello Sant ( 11483-1520) イタ リア ルネ サン ス の 画家 。 

217) エル ミタ ー ジ ュ 美術 館 に ある ラフ ァ エ ル の 「 聖家族 」 は 、「 処女 マリ ア と 有明 
の な い ヨ セ フ 」 と も いい 、 円 形 で は な い 。 キャロル は ラフ ァ エ ル の 別 の 絵 の 円 形 
の 「 聖母 子 」 の こと を 言っ て いる の で は な いか 。 

218) 7 月 28 日 の 日 曜日 に 行っ た スラ ヴ 語 で 礼拝 を し て いる 大 き な 教 会 


日 
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8 月 1 日 ( 木 ) 10 時 半 頃 に メリ リー ズ 氏 が 迎え に き て 、 実 に 驚く ば か り の 
親切 で 今日 一 日 を 我々 の た め に 割 い て ペテロ ゴ フ 、 距 離 に し て 20 マ イル 29 
ほど の と ころ へ 連れ て 行き 、 そ こ を 案内 し て 回 っ て く れ た 。 蒸気 船 で 、 潮 
の 干満 の な い 、 塩 分 の な い フ ィ ン ラ ンド 湾 を 下っ て 行っ た 。 和 干満 が な いと 
いう の は バル ト 海 全 体 に 通じ る 特徴 で 、 塩 分 が な いと いう の は バル ト 海 の 
大 半 に つい て 言え る 特徴 で ある 。 滴 を 渡っ た と ころ は 、 対 岸 ま で お よそ 
15 マ イル ほど で 非常 に 浅く 、 水 深 わ ず か 6 か ら 8 フィ ー ト 9 の 所 が 多 
く 、 冬 は 毎年 すっ かり 凍り つい て 2 フィ ー ト 2 の 厚 さ の 氷 が で きる 。 そ 
れ に 雪が 積もる と 一面 の 雪原 と な り 、 往 来 す る の に 使わ れ て いる 。 し か し 、 
遠い の で 食料 を 持た な か っ た り 、 悪 天候 か ら の 避難 所 が 途中 に は な いた め 
に 充分 に 防寒 を し て いな か っ た りす る と 、 和 徒歩 で 渡る の に は 大 き な 危 険 が 
伴う 。 メ リリ ー ズ 氏 が 知人 か ら 聞い た と いう 話 に よる と 、 去 年 の 科 、 そ こ 
を 通っ た 時 に は 途中 で 凍え 死ん で いる 8 遺体 を 実際 に 見 た と いう 。 船 か ら 
は フィ ン ラ ンド の 沿岸 と クロ シタ ッ ト ⑳ と が よく 見 えた 。 ペ テロ ゴ フ の 
港 に 着く と 、 ミ ュ ア 氏 の 馬車 が 待っ て いた 。 と ころ どこ ろ 馬 車 の 通れ な い 
と ころ は 下り て 歩き な が ら 、 宮 殿 を 二 つ 見 た 。 そ この 許 園 の 中 に は 小さ な 
四阿 が いく つも あっ て 、 一 つ ー つ が 小さ いな が ら 立 派 な 住ま い に な る ほど 
で 、 内 装 と いい 調度 と いい 、 趣 味 の よ い 、 富 が 成 し う る 限り の 造り で あっ 
た 。 変 化 の ある 美 し さ 、 ま た 自然 と 人工 の 見 事 な 調 和 と いう 点 で 、 こ この 
庭園 は サン スー シ の 庭園 を 顔色 な か らし め る も の と 思う 。 庭 の 隅 と いう 隅 、 
また 小道 の は ずれ に は 、 具 合 よく 彫像 の 置け る 場所 が あれ ば 必ず 何 か ー つ 
は 置い て ある 。 ブ ロン ズ 製 で あっ た り 、 白 い 大 理 石 製 で あっ た りす る 。 大 
理 石 の 場合 は 大 抵 背 後に 円 形 の 壁 区 が つい て いて 、 青 い 色 の 背景 に 像 が 浮 
か び 上 が る よう に な っ て いる 。 こ ちら に は 石 で で きた 岩 棚 が 連続 し て 、 そ 
の 上 を 水 が 幕 の よう に な っ て 滑り 落ち る 。 ま た こち ら に は 小道 が 長く 続き 
斜面 を 下っ て 行く 段々 が つい て いる 。 そ の 道 を 行け ば 頭上 に は 墓 性 の 植物 
が アー チ を な し て いる 。 こ ちら に は 顔 を 出し た 巨大 な 岩 を 誠 で 刻ん で 作っ 
た 大 き な 頭 と 顔 と 穏やか な スフィンクス の よう な 目 を 持っ た 岩 塊 が ある 。 
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それ は まる で 巨人 の 神 が 地 中 に 埋もれ た 自分 を 解放 し よう と も が いて いる 
よう な 姿 に 見 える 。 こ ちら に は 、 噴 水 が 円 を 描く よう に 仕立 て た パイ プ か 
ら 水 を 吹き 上 げ て 、 内 側 の 円 は 外側 より も 高く 吹き 上 が る よう に 作っ て あ 
る た め に 、 き ら め く 飛 涼 の ピラ ミッ ド に な っ て いる 。 こ ちら に は 、 下 の 方 
の 森 の 切れ 目 を 通し て 見 える 芝生 に 、 真 っ 赤 な ジェ ラニ ュー ム の 花 が 細い 
筋 に な っ て 続い て いる 。 遠目 に は 、 そ れ が 大 き な 了 工期 の 枝 の よう に 見 える 。 
そこ か し こ に は 、 木 々 の 並木 が あら ゆる 方 角 に 長く 延び て 、 時 に は 3、4 
本 が 一 緒 に 並び 、 と き に は 、 星 の よう に 放射 状 に な っ て 見 える 。 い ずれ も 
は る か 遠く まで 続い て いき 、 そ れ を どこ まで も 目 で 追っ て いく と や が て 見 
えな く な っ て し まう 。 
ここ に 書い た こと は 、 見 た も の を 後に な っ て 思い 出す た め の も の で 、 何 
か 意味 が あっ て と いう こと で は な い 。 
食 に 行く 途中 に ちょ っ と 家 に 寄っ て 、 ミ ュ ア 夫人 と 可愛 い 子 供 た ち に 
会 っ た 。 五 時 頃 に また そこ へ 行っ て 、 ミ ュ ア 氏 に 会 っ た 。 他 に ミュ ア 氏 の 
友人 が ディ ナー に 来 た 。 終 わっ て か ら ペテルブルク へ 労 を 三 わ ぬ メ リリ ー 
ズ 氏 と 共に 帰っ た 。 彼 は 今日 一 日 の 親切 の 仕上 げに 、 ド ウゥ ウロ シキ を 雇っ て 
朋 者 と の あの 不可 欠 の 駆 引 き を や っ て くれ た 。 も し も 暗闇 の な か で 双 者 ど 
うし が 争っ て 客引き を や る 不可 解 な こと ば の 騒 音 、 混 油 と し た 言語 の た だ 
中 で 、 我 々 二 人 が 賃料 の 交渉 を する こと に な っ た と し た ら 、 そ れ は 絶望 的 
な 離れ 業 と いう も の だ ろう 。 


也 


3. 前 半 の お わり に 


219) 約 32 キ ロ 。 

220) 約 25 キ ロ 。 

221) 1.8 か ら 24 メ ー ト ル 。 

222) 約 61 セ ンチ 。 

223) フィ ン ラ ンド 湾内 コト リン 島 に ある 軍港 都市 。 ピ ョ ー ト ル 大 帝 の 命 に より ペ 
テル ブル ク 防衛 の た め の 海上 要塞 と し て 建設 され た 。 
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ここ まで の ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 は 、 目 的 地 ロ シア へ 向 か 
う 道中 と その 間 に 立 ち 寄っ た 都市 の 見 学 先 や 見 聞 し た こと 、 お よび 折々 の 
感想 を 記録 し て いま す 。 こ こま で の 旅行 の 経路 と 滞在 期間 は 次 の よう に な 
っ て いま し た 。 

ブリ ュ ッ セル ( 2 泊 ) ケル ン ( 1 泊 ) 一 ベル リン ( 6 泊 ) 一 
ケー ニッ ヒ ベ ルク ( 3 泊 ) 一 ( 28 時 間 30 分 ) 一 ペテルブルク ( 5 泊 ) 
この 先 は 、 翌 日 8 月 2 日 に ペテルブルク から いよ いよ 目的 地 モ スク ワ へ 向 

か いま す 。 

旅行 に 欠か せな い の が 時 刻 表 と 旅行 案内 で し た 。 ト マス ・ ク ッ ク の 時 刻 
表 Coozs Coz7 が ez77 77e 7gp7ey の 初版 は 1873 年 3 月 で 、 ま だ 出版 され て 
いま せん か ら 、 ロ シア 旅行 で キャロ ル が 利用 し た の は 、 ジ ョ ー ジ ・ ブ ラッ 
ド シ ョ ー( 1801-53) が 発行 し た 7e Coz7ze7g7 Agznygy Cdge で し た 。 ブ 
ラッ ド ショ ー が prggs ヵ gw's 77e-7g の 7/es を 初め て 出版 し た の は 1839 年 で 、 
キャ ロ ル が 7 才 の と き で す 。 キ ャ ロ ル は 11 才 で 移り 住ん だ クロ フト 牧師 館 
の 広い 庭 に 線路 を 描き 、 鉄 道 ご っ この ルー ル を 作っ て 遊び まし た 。 ま た 家 
庭 用 人 形 劇 の た め に ブラ ッ ド ショ ー の 「 鉄道 案内 」 を 題材 に し て 子ども の 
キャ ロ ル は バラ ッ ド ・ オ ペラ 7 zz 7ggig と いう スキ ッ ト を 書き ま 
し た 。 こ の MS は アメ リカ の ニュ ー ヨ ー ク 大 学 図 書館 に ある ビ ロ ル ・ コ レ 
クシ ョ ン に 所 蔵 さ れ て いま す 。 鉄道 と 時刻 表 は 早く か ら 興 味 の 対象 に な っ 
て いま し た 。 

島国 の イギリス を 出 て 、 大 陸 を ヨー ロッ パ か ら ロ シア へ 向かい 、 そ の 入 
口 に あたる 都 、 サ ンク ト ・ ペ テル ブル ク で は 町 の 規模 の 大 き さ 広 さ に 驚き 
まし た 。 ピ ビ ョ ー ト ルル 大帝 を 記念 する 石像 と 土台 の 岩石 の 巨大 さ 、 ネ フス キ 

大 通り 、 海 軍 省 、 い ずれ も 想像 を 絶する スケ ー ル だ っ た よう で す 。 こ の 
先 、 モ スク ワ に つい て か ら も 、 数 々 の 稀 異 が 待っ て いま す 。 ル イス ・ キ ャ 
ロ ル の ロシア 旅行 日 記 後 半 は 、1867 年 8 月 2 日 か ら 9 月 13 日 で す 。 


L 


ルイ ス ・ キ ャ ロ ル の ロシア 旅行 日 記 前 半 
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